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昭
和
二
十
四
年
二
月
、
浜
松
市
立
西
部
中
学
校
生
徒
が
、
国
鉄
浜
松
工
場
の
南
側
水
田
中
に
、
水

溜
り
と
し
て
残
さ
れ
た
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
艦
砲
弾
爆
裂
孔
付
近
か
ら
、
弥
生
式
上
器
を
採
集
し

た
こ
と
が
契
機
と
な

っ
て
、
伊
場
遺
跡
は
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

伊
場
遺
跡
発
見
の
報
は
、
当
時
西
部
中
学
校
教
諭
を
し
て
お
ら
れ
た
高
柳
智
氏
か
ら
、
国
学
院
大

学
考
古
学
資
料
室

へ
届
き
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
か
ら
翌
年
の
七
月
ま
で
の
間
に
、
四
期
に
わ
た
る

発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
を
い
ま
で
は
第

一
次
調
査
と
呼
び
慣
わ
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

の
時
の
調
査
成
果
が
、
昭
和
二
十
八
年
九
月

一
日
に
刊
行
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
静
岡
県
の
史
跡
と

し
て
指
定
申
請
が
行
な
わ
れ
、
昭
和
二
十
九
年
二
月
二
十
二
日
付
で
指
定
を
受
け
た
の
で
あ

っ
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
十
数
年
、
伊
場
遺
跡
は
発
見
当
時
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
昭

和
四
十
二
年
に
な

っ
て
、
こ
の
付
近

一
帯
が
浜
松
貨
物
駅
や
、
東
海
道
本
線
高
架
化
事
業
に
伴
な
う

電
留
線
、
電
車
区
、
機
関
区
な
ど
の
移
転
先
候
補
地
に
入
る
こ
と
が
判

っ
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
不
明

で
あ

っ
た
伊
場
遺
跡
の
正
確
な
規
模
、
周
辺
遺
跡
の
有
無
な
ど
を
確
か
め
る
た
め
に
、
予
備
調
査
を

実
施
し
た
。
予
備
調
査
は
、
昭
和
四
十
二
年

一
月
二
十
三
日
か
ら
二
月
二
十
日
ま
で
と
、
六
月

一
日

か
ら
七
月
二
十
日
ま
で
の
二
回
に
分
け
て
行
な
わ
れ
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
集
落

跡

（後
に
東
部
地
区
と
命
名
）
の
規
模
を
ほ
ぼ
把
握
で
き
た
ほ
か
、
そ
の
西
方
に
泥
炭
質
の
遺
物
包

合
層
の
存
在
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
第
二
次
調
査
と
呼
ぶ
。

そ
の
後
、
東
海
道
本
線
高
架
推
進
事
業
が
進
展
を
見
せ
、
伊
場
遺
跡
を
合
む

一
帯
を
、
事
業
用
地

か
ら
除
外
で
き
そ
う
に
な
い
状
勢
と
な

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
伊
場
遺
跡
に
つ
い
て
の
学
術
的
解
明

の
余
地
は
多
分
に
残
さ
れ
て
い
て
、
遺
跡
の
評
価
を
す
る
上
で
必
要
な
資
料
は

極
め
て
少
な
か

っ

た
。
こ
の
た
め
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
第
二
次
調
査
を
計
画
し
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
調
査
に

よ

っ
て
、
東
部
地
区
に
は
弥
生
時
代
の
包
合
層
が
広
汎
に
存
在
し
、
中
央
に
は
古
墳
時
代
の
住
居
跡

群
が
遺
存
す
る
こ
と
、
西
部
地
区
に
は
厚
い
泥
炭
層
が
堆
積
す
る
部
分
が
あ

っ
て
古
墳
時
代
か
ら
奈

良

・
平
安
時
代
の
遺
物
を
多
く
包
合
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
特
に
、
そ
の
中
に
木
簡

四
点
を
発
見
す
る
に
及
び
、
に
わ
か
に
注
目
を
浴
び
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
調
査
は
昭

和
四
十
四
年
十
二
月
か
ら
翌
年
十
二
月
ま
で
行
な
わ
れ
た
。

第
二
次
調
査
に
よ

っ
て
、
新
ら
た
に
注
目
さ
れ
始
め
た
西
部
地
区
を
中
心
に
、
昭
和
四
十
六
年
六

月
二
十
六
日
か
ら
第
四
次
調
査
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
こ
の
調
査
を
進
め
る
に
当

っ
て

は
、
大
正
大
学
教
授
斉
藤
忠
氏
を
団
長
と
し
て
迎
え
、
顧
間
と
し
て
坂
本
太
郎
、
樋
口
清
之
、
長
田

実
、
芝
田
文
雄
の
四
氏
を
お
願
い
し
た
の
で
あ

っ
た
。
第
四
次
調
査
で
は
、
東
部
地
区
の
東
西
に
二

条
ず
つ
弥
生
時
代
の
溝
が
発
見
さ
れ
、
中
央
に
は
古
墳
時
代
の
住
居
跡
群
の
存
在
が
追
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
西
部
地
区
で
は
、
大
溝
と
呼
ん
だ
幅

一
五
メ
ー
ト
ル
の
溝
跡
を
発
掘
し
て
、
奈
良
時
代
前
後

の
遺
物
を
大
量
に
得
た
が
、
中
に
、
持
統
朝
意
で
さ
か
の
ぼ
る
木
簡
を
合
む
、
二
十
三
点
の
木
簡
を

追
加
発
見
し
た
の
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
大
溝
の
西
側

一
帯
に
は
掘
立
柱
の
建
物
跡
が
群
在
す
る
こ
と

を
つ
き
と
め
た
。
こ
う
し
て
伊
場
遺
跡
に
関
す
る
学
術
的
知
見
は
増
大
し
た
が
、
他
方
東
海
道
本
線

高
架
化
事
業
が
、
浜
松
駅
周
辺
の
都
市
計
画
事
業
の

一
環
と
し
て
建
設
省
か
ら
認
可
さ
れ
、
事
業
が

動
き
出
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
伊
場
遺
跡
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
の
結
論
を
急
が
れ
る
と
い
う
事

情
も
生
ま
れ
て
き
た
。

従
来
の
調
査
は
、
事
業
用
地
内
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
遺
跡
の
内
容
が
、
か
な
り

明
ら
か
に
な

っ
た
が
、
事
業
用
地
の
外
に
つ
い
て
は
余
く
未
知
数
で
あ

っ
た
か
ら
、
そ
こ
で
第
五
次

調
査
を
、
事
業
用
地
に
北
接
す
る
地
区
に
つ
い
て
実
施
し
、
そ
の
結
果
と
従
来
の
調
査
結
果
を
合
せ

て
、
遺
跡
全
体
の
取
り
扱
い
を
検
討
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
第
五
次
調
査
は
、
昭
和
四
十
七
年
五
月

二
十
日
か
ら
開
始
し
、
そ
の
結
果
こ
の
部
分
に
も
遺
構
や
大
溝
が
及
ぶ
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

そ
こ
で
、
昭
和
四
十
七
年
八
月
二
日
、
伊
場
遺
跡
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
斉
藤
団
長
を
は
じ
め

四
名
の
顧
間
、
そ
れ
に
福
山
敏
男
先
生
を
加
え
た
学
識
経
験
者
の
先
生
方
に
よ

っ
て
熱
心
な
討
論
を

お
願
い
し
、
八
月
十
四
日
に
次
の
よ
う
な
大
方
の
見
解
が
公
表
さ
れ
た
。

「
文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら
は
、
追
跡
を
保
存
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
東
海
道
木
線
高
架
化

事
業
を
推
進
す
る
浜
松
市
の
立
場
も
理
解
で
き
た
の
で
、
遺
隊
の

一
部
を
高
契
関
連
事
業
用
地
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
は
、
万
止
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
認
め
る
。
し
か
し
、
遺
跡
は
学
問
的
に
貴
重

で
あ
る
の
で
、
充
分
な
調
査
を
し
て
記
録
す
る
よ
う
要
望
す
る
。
」

こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
少
数
意
見
も
あ
る
が
、
前
段
は
同

一
で
あ
り
、
後
段
は

「
全
面
的
学
術

調
査
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
行
政
当
局
の
判
断
に
よ
る
の
を
妥
当
と
考
え
る
。
」
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
見
解
に
も
と
づ
い
て
市
は
関
係
者
と
慎
重
に
協
議
し
た
結
果
、
伊
場
遺
跡
の
保
存
と
市
民
福
祉



の
増
進
に
か
か
る
高
架
事
業
を
両
立
す
る
方
法
で
推
進
す
る
こ
と
に
、
そ
の
取
扱
方
針
を
決
定
し
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、伊
場
遺
跡
の
取
扱
方
針
の
決
ま

っ
た
あ
と
の
高
架
事
業
用
地
の
う
ち
、未
調
査

部
分
を
第
六
次
調
査
と
し
て
十
月
か
ら
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
八
年
七
月
か
ら
は
第
七
次
調
査
を
、
そ

れ
ぞ
れ
継
続
的
に
実
施
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
九
年
十

一
月
末
日
を
も

っ
て
、
予
定
さ
れ

た
調
査
を
す
べ
て
終
了
し
た
の
で
あ
る
。
調
査
結
果
は
す
で
に
概
報
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
ま
ず
東

部
地
区
に
つ
い
て
は
、
第
四
次
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
た
溝
が
、
二
重
の
啜
濠
と
し
て
集
落
を
め
ぐ

る
こ
と
、
濠
内
か
ら
丹
塗
の
短
甲
状
木
製
品
を
発
見
し
た
こ
と
、
北
と
西
に
別
区
を
設
け
て
方
形
周

溝
墓
ら
し
い
遺
構
が
み
つ
か

っ
た
こ
と
な
ど
が
、
大
き
な
成
果
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
西
部
地
区
で

は
掘
立
柱
の
建
築
遺
構
が
追
加
確
認
さ
れ
、
大
溝
か
ら
は
五
十
点
の
木
簡
が
検
出
さ
れ
た
他
、
絵
馬

も
発
見
さ
れ
て
、
遺
物
の
内
容
は
多
彩
を
き
わ
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
二
月
二
十
七
日
に
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
は
、
浜
松
市
の
申
請
に
基
づ

い
て
、

指
定
地
の

一
部
を
解
除
す
る
決
定
を
し
た
が
、　
さ
ら
に
調
査
の
進
捗
情
況
を
勘
案
し
な
が

ら
、
文
化
庁
と
協
議
を
重
ね
、
昭
和
四
十
八
年
十

一
月
二
十

一
日
に
残
り
の
指
定
地
も
解
除
し
、
十

一
月
二
十
七
日
付
の
県
公
報
に
告
示
し
た
。
そ
し
て
翌
年
か
ら
は
、
事
業
用
地
内
に
お
い
て
、
高
架

関
連
の
工
事
が
始

っ
て
い
る
。

浜
松
市
と
し
て
は
、
事
業
用
地
の
北
側
に
保
存
用
地
を
確
保
し
、
そ
の

一
角
に
昭
和
四
十
九
年
度

事
業
と
し
て

「
伊
場
遺
跡
資
料
館
」
を
建
設
し
、
昭
和
五
十
年
七
月

一
日
か
ら

一
般
に
公
開
し
て
い

る
。
今
後
は
保
存
用
地
内
の
調
査
を
進
め
な
が
ら
、
整
備
を
行
な
い
、
遺
跡
公
園
と
し
て
活
用
を
は

か
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

以
上
簡
単
に
伊
場
遺
跡
に
関
す
る
経
過
説
明
を
し
た
が
、
こ
の
間
、
各
方
面
に
わ
た
る
関
係
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
感
謝
に
堪
え
な
い
。
特
に
団
長
の
斉
藤
忠
先
生
を

は
じ
め
、
顧
間
の
坂
本
太
郎
、
樋
口
清
之
、
長
田
実
、
福
山
敏
男
の
各
先
生
方
に
は
、
筆
舌
に
尽
し

が
た
い
感
謝
の
念
で
い
っ
ば
い
で
あ
る
。
こ
こ
に
厚
く
謝
意
を
表
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

本
書
は
、

伊
場
遺
跡
の
正
式
な
学
術
調
査
報
告
書
第

一
冊
と
し
て
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
遺

構

。
遺
物
等
す
こ
ぶ
る
豊
富
な
内
容
を
も

っ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
、
単
年
度
で
は
刊
行
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。
今
後
何
年
か
に
わ
た

っ
て
、
分
冊
の
形
で
順
次
必
要
な
報
告
書
を
刊
行
し
、
調
査
の

成
果
を
市
民
、
国
民
に
還
元
す
る
責
を
果
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

昭
和
五
十

一
年
二
月
二
十
日

浜
松
市
教
育
委
員
会

教
育
長
　
相
　
佐

明
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一
、
本
書
は
、
伊
場
遺
跡
の
正
式
な
学
術
調
査
報
告
書
の
第

一
冊
と
し
て
刊
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
遺
構

・

遺
物
の
整
理
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
、
報
告
書
を
順
次
分
冊
の
形
で
刊
行
し
て
行
く
予
定
で
あ
る
。

一
、
一第
七
次
発
掘
調
査
ま
で
の
出
土
木
筒
は
、
す
べ
て
本
書
に
収
載
し
た
。

一
、
木
簡
の
番
号
は
、
こ
れ
ま
で
発
見
順
に
し
た
が
っ
て
き
た
が
、
本
書
で
は
出
土
層
位
を
基
準
に
し
て
、
記
載

内
容
も
参‐
考
に
配
列
し
直
す
こ
と
に
し
た
の
で
、
ほ
ぼ
古
い
順
に
な
っ
て
い
る
。
旧
番
号
は
、
釈
文
の
下
に
蔵

記
し
た
。

一
、
概
説
と
木
簡
の
補
注
は
、
す
で
に
刊
行
し
た

『
伊
場
遺
跡
出
土
文
字
集
成

（概
報
ご

（
一
九
七
一
）
と

『
同

０
』
盆

九
七
三
）
を
参
考
に
、
調
査
団
の
調
査
主
任
向
坂
鋼
二
が
ま
と
め
た
。

一
、
釈
文
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
長
狩
野
久
氏
に
よ
る
。

一
、
釈
文
の
下
に
記
載
し
た
数
字
は
、
長
×
幅
ｘ
厚
の
法
量
を
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
単
位
で
示
し
て
お
り
、
欠
損

し
て
い
る
も
の
は
、
現
在
部
分
の
法
量
を
括
弧
で
示
し
た
。

一
、
法
量
の
左
側
、
旧
番
号
の
上
の
二
桁
の
数
字
は
、
本
書
靭
要
表
２
に
よ
る
木
簡
の
形
態
を
示
し
、
０
は
折
損

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

一
、
釈
文
の
表
記
法
は
、
『平
城
宮
木
簡
』

一
（
一
九
六
九
）
に
準
拠
し
た
が
、
折
損
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
次
の
表
記
法
を
用
い
た
。

回
、
日
　
墨
痕
が
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
上
ま
た
は
下
に
、
少
な
く
と
も
一
字
以
上
の
文
字
を
確
認
で
き
る
場
合

一
、
図
版
写
真
は
、
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
の
佃
幹
雄
氏
の
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
実
測
図
は
、
調
査
主
任
の
向
坂
鋼
二
と
調
査
員
の
入
木
勝
行
が
作
成
し
た
原
図
に
基
づ
い
て
、
八
木
勝
行
が

清
書
し
た
も
の
で
あ
る
。



一
、
出
土
地
点
と
出
土
状
態

伊
場
遺
跡
は
、
東
西
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
、
南
北
は

一
三
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
範
囲
に
拡
が

っ

て
い
る
。
従
来
の
調
査
を
通
じ
て
、
東
西
の
限
界
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
南
北
に
つ
い
て
は
明
ら

か
で
は
な
い
。
南
側
は
、
現
在
の
東
海
道
本
線
よ
り
若
干
南

へ
及
ぶ
と
し
て
も
、
大
幅
に
拡
が
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
北
側
は
少
な
く
と
も
掘
留
運
河
跡
の
北

へ
続
く
こ
と
は
、
第
五
次
調
査
で
明

ら
か
で
あ
る
か
ら
、
遺
跡
の
規
模
は
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
大
き
く
上
回
る
で
あ
ろ
う
。

遺
跡
の
ほ
ぼ
中
央
で
、
行
政
区
画
が
異
な

っ
て
い
る
。
東
側
が
浜
松
市
、
西
側
が
浜
名
郡
可
美
村

で
あ
る
が
、
遺
跡
も
、
そ
こ
で
、
東
部
地
区
と
西
部
地
区
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
部
地
区
で
は
、
埋
没
し
た
古
い
砂
丘
の
頂
部
を
中
心
に
し
て
、
集
落
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の

出
発
点
は
、
数
片
の
細
文
式
上
器
、
磨
製
石
斧

一
点
、
打
欠
石
錘
二
点
、
黒
耀
石
製
石
鏃

一
点
、
黒

耀
石
剣
片

一
点
と
い
う
僅
か
な
資
料
に
よ

っ
て
、
縄
文
時
代
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
継
続
的
に
集
落
の
営
ま
れ
た
形
跡
は
な
い
し
、
そ
の
時
代
の
遺
構
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
、
細
文
時
代
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
、
無
理
で
あ
ろ
う
。

弥
生
時
代
後
期
に
入
る
と
、
砂
丘
頂
部
を
め
ぐ

っ
て
、
三
条
の
啜
濠
が
掘
削
さ
れ
、
現
濠
の
内
側

に
は
無
数
の
ピ
ッ
ト
群
が
残
さ
れ
て
い
る
他
、
北
側
と
西
側
に
は
方
形
周
溝
墓
と
思
わ
れ
る
遺
構
も

発
見
さ
れ
た
。
現
濠
の
平
面
形
は
不
整
形
で
、
東
西
、
南
北
と
も
外
径

一
四
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ

り
、
中
溝
の
延
長
が
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
か
。
濠
内
か
ら
大
量
の
上
琴
群
が
出
上
し
、
そ
れ

は
ほ
と
ん
ど
単

一
の
型
式
に
属
す
る
。
発
見
当
時
の
報
告
書

（
国
大

一
九
五
三
）
で
は
、
伊
場
第

一

様
式
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後

一
般
に

「
伊
場
式
」
の
名
で
知
ら
れ
る
後
期
前
半
の
上
恭
群
で
あ
る
。
土

恐
以
外
で
は
、
丹
塗
の
短
甲
状
木
製
品
を
合
む
数
点
の
木
器
や
太
形
蛤
烈
石
斧
な
ど
が
出
上
し
た
。

後
期
後
半
の
上
怒
群
も
出
上
し
て
い
る
が
、
そ
の
量
は
少
な
い
し
、
遺
構
も
確
認
で
き
る
例
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
弥
生
時
代
後
期
前
半
で
大
規
模
な

「
ム
ラ
作
り
」
が
行
な
わ
れ
て
、
活

気
に
あ
ふ
れ
た
集
落
が
出
現
し
た
が
、
後
期
後
半
以
後
衰
退
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

古
墳
時
代
に
入

っ
て
も
、
中
期
前
半
ご
ろ
ま
で
は
顕
著
な
動
き
が
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
居
住
範

囲
は
か
つ
て
の
環
濠
の
内
側
に
限
定
さ
れ
ず
、
大
溝
と
呼
ぶ
小
川
の
跡
の
東
岸
近
く
に
も
拡
大
し
て

い
る
。
こ
れ
が
中
期
後
半
に
な
る
と
、
西
部
地
区

一
帯
に
、
散
在
的
で
は
あ
る
が
、
住
居
跡
群
が
残

さ
れ
て
い
る
。
祭
祀
跡
も
あ
り
、
高
床
式
の
倉
庫
跡
ら
し
い
遺
構
も
み
つ
か

っ
て
い
る
。
東
部
地
区

に
も
数
は
少
な
い
が
住
居
跡
が
あ
る
。
さ
ら
に
後
期
に
入
る
と
、
か
ま
ど
を
も
つ
住
居
跡
群
が
、
東

部
地
区
に
密
集
し
て
く
る
。
つ
ま
り
、
古
墳
時
代
の
中
期
後
半
以
降
、
伊
場
集
落
は
再
び
活
気
を
取

り
戻
し
、
居
住
範
囲
が
拡
大
も
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
東
部
地
区
は
、
六
世
紀
代
を
最
後
に
集

落
は
姿
を
消
し
、
鎌
倉
時
代
に
居
住
の
対
称
と
な

っ
た
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
が
、
遺
構
と
し
て
残
さ

れ
る
も
の
も
な
く
、
遺
跡
と
し
て
の
終
末
を
迎
え
た
の
で
あ

っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
、　
一
中
学
生
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
、　
一
部
調
査
も
さ
れ
て
、
学
界
に
伊
場
遺
跡
と

し
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
東
部
地
区
で
あ

っ
た

（
国
大

一
九
五
三
）
。

そ
し
て
、　
そ
の

一
部
が

昭
和
二
十
九
年
二
月
二
十
二
日
に
静
岡
県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
き
た
が
、
東
海
道
本
線
高
架
化

事
業
に
関
連
し
て
、
こ
こ
に
電
留
線
、
引
込
線
、
電
車
基
地
等
が
建
設
さ
れ
る
た
め
、
昭
和
四
十
八

年
十

一
月
二
十
七
日
付
で
指
定
が
解
除
さ
れ
た
。

こ
れ
に
封
し
て
、
西
部
地
区
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
行
わ
れ
た
第
二
次
調
査

（浜
教
委

。
遠
考
研

一
九
六
八
）
に
よ

っ
て
、
局
部
的
な
遺
物
包
合
層
が
み
つ
か
り
、
第
二
次
調
査

（浜
松
市
遺
跡
調
査

会

一
九
七

一
）
に
お
い
て
、
そ
の
遺
物
包
合
層
中
か
ら
、
木
簡
五
点
を
合
む
各
種
遺
物
が
発
見
さ
れ

て
、
に
わ
か
に
注
目
を
浴
び
て
き
た
地
区
で
あ
る
。
以
来
第
四
次
調
査

（浜
松
市
遺
跡
調
査
会

一
九

七
二
Ａ
、
同

一
九
七
二
Ｂ
）
、
第
五
次
調
査

（浜
松
市
遺
跡
調
査
会

一
九
七
三
）
、
第
六

・
七
次
調
査

（浜
松
市
遺
跡
調
査
会

一
九
七
五
）
を
経
て
、
こ
の
西
部
地
区
に
は
、
小
川
跡
と
思
わ
れ
る
大
溝
が

貫
流
し
て
お
り
、
そ
の
東
西
両
岸
に
古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
群
や
、
律
令
制
時
代
の
掘
立
柱
建
築

遺
構
群
が
遺
存
す
る
こ
と
が
判

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
大
溝
の
中
か
ら
木
簡
が
七
七
点
発
見

さ
れ
、
墨
書
土
驀

一
五
〇
点
余
と
と
も
に
、
掘
立
柱
建
築
遺
構
群
の
性
格
を
め
ぐ

っ
て
、
学
問
的
な

議
論
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

西
部
地
区
も
、
平
安
時
代
中
期
意
で
は
遺
物
量
が
多
い
が
、
そ
れ
以
降
は
活
勃
が
停
止
し
た
ら
し

く
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
浅
く
な

っ
た
大
溝
の
埋
立
工
事
が
行
な
わ
れ
た
形
跡
さ
え
あ
る
。

以
上
が
遺
跡
の
概
要
で
あ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
木
簡
は
大
溝
中
か
ら
出
上
し
て
い
る

の
で
、
ま
ず
、
大
溝
の
堆
積
状
況
を
述

べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
挿
図
第
二
は
、
大
溝
の
横
断
面
を
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夢

挿図第 1 伊場遺跡遺構配列図

い
く
つ
か
観
察
し
た
う
ち
の
、
北
側
①
と
南
側
②
二
か
所
を
選
ん
で
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
者

を
比
べ
る
と
、
か
な
ら
ず
し
も
同
じ
堆
積
状
況
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
、
い
く
つ
か
の
層

群
に
分
け
て
み
る
と
、
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。
①
の
１

・
２
と
②
の
１
は
、
水
田
耕
上
で
Ｉ
層
と
す

る
。
①
の
３
と
②
の
２
は
、鎌
倉
時
代
と
推
定
さ
れ
る
時
期
に
埋
立
工
事
を
受
け
た
ら
し
く
、黒
色
の

有
機
粘
土
層
中
に
、
青
色
粘
上
の
ブ

ロ
ッ
ク
を
合
ん
で
お
り
、
そ
の
青
色
粘
土
ブ

ロ
ッ
ク
の
中
に
は
、

須
恵
器
を
混
ず
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
れ
を
Ｉ
層
と
す
る
。
次
に
①
の
４
と
②
の
３
は
、
草
炭
層
で

生
々
し
い
ほ
ど
の
植
物
遺
体
だ
け
が
堆
積
し
て
い
る
。
こ
れ
を
Ⅲ
層
と
す
る
。
次
に
①
の
５
１
７
と

②
の
４
１
８
が
対
応
し
て
い
る
。
部
分
的
に
草
炭
質
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
総
じ
て
緻
密

な
有
機
粘
土
層
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
上
器
が
包
合
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
代
の
堆
積
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
細
分
さ
れ
る
層
位
に
よ

っ
て
、
遺
物
の
上
に
も
年
代
差
が
認
め
ら
れ
る

か
ど
う
か
、
も
う
少
し
検
討
の
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
Ⅳ
層
と
す
る
。
次
に
①
の
８
１
１４
と
②
の
９
１

・６
が
対
応
し
、
こ
れ
を
Ｖ
層
と
す
る
。
酸
化
の
進
ん
だ
状
態
で
は
、
Ⅳ
層
と
の
区
別
が
つ
け
ら
れ
な

い
が
、

新
鮮
な
断
面
で
観
察
す
る
と
、　
か
な
り
明
瞭
な
差
が
判
る
。
有
機
質
の
粘
土
層
で
は

あ
る

が
、
Ⅳ
層
に
比
べ
て
粘
性
に
欠
け
、
逆
に
砂
質
を
帯
び
る
他
、
植
物
遺
体
が
分
解
し
な
い
で
混
入
す

る
こ
と
が
多
く
、
下
層
に
行
く
に
し
た
が
い
、
砂
と
粘
土
と
植
物
遺
体
の
薄
い
互
層
を
な
す
場
合
が

目
立
つ
の
で
あ
る
。
新
鮮
な
断
面
で
は
Ⅳ
層
よ
り
青
色
が
か

っ
て
見
え
、
や
や
時
間
を
置
く
と
、
混

入
す
る
植
物
遺
体
の
た
め
に
、
Ⅳ
層
よ
り
早
く
黒
変
す
る
。
こ
の
Ｖ
層
は
、
奈
良
時
代
の
堆
積
で
あ

る
が
、
下
層
部
分
は
、
七
世
紀
末
頃
ま
で
さ
か
の
ば
る
ら
し
い
。
ま
た
、
Ｖ
層
中
に
は
特
に
遺
物
の

包
合
が
目
立
つ
。

Ｖ
層
以
下
の
堆
積
は
、
偽
層
が
多
く
砂
層
が
目
立
ち
、
相
互
の
対
応
関
係
を
把
握
す
る
の
が
む
ず

か
し
い
。
①
で
は
１５
を
Ⅵ
層
と
し
て
い
る
が
、
②
で
は
こ
れ
に
対
応
す
る
層
が
な
い
。
Ⅵ
層
は
顕
著

な
砂
層
で
あ
る
か
ら
、
②
で
Ⅶ
層
と
し
た
中
に
対
応
す
る
層
が
合
ま
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

①
の
１６
‐
２０
と
②
の
１７
を
２０
は
、
ほ
ぼ
対
応
す
る
と
み
ら
れ
、
Ⅶ
層
と
す
る
が
、
砂
、
粘
上
、
有
機

粘
土
な
ど
が
、
厚
薄
雑
多
に
入
り
乱
れ
、
偽
層
が
目
立
つ
。
合
ま
れ
て
い
る
土
器
は
、
古
墳
時
代
後

期
後
半
が
主
体
で
、
こ
れ
よ
り
古
い
も
の
も
若
千
混
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
①
の
２．
と
、
②
の
２．
ぞ

２６
も
ほ
ぼ
姑
応
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
包
合
す
る
土
悉
で
は
、
両
者
の
対
応
関
係
は
確
定
で
き
て
い

な
い
。
Ⅶ
層
と
同
じ
く
、
砂
、
粘
上
、
有
機
粘
土
な
ど
が
と
り
ど
り
に
重
な
り
合
い
、
あ
る
い
は
切

り
合

っ
て
い
て
、

全
体
と
し
て
包
合
す
る
土
器
は
古
墳
時
代
後
期
前
半
の
も
の
を

主
体
と
し
て

い

る
。
Ⅶ
層
よ
り
吉
い
堆
積
で
あ
ろ
う
。
Ⅶ
層
中
に
は
護
岸
工
事
ら
し
い
杭
列
が
あ
り
、
Ⅶ

ｃ
Ⅷ
層
に
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は
流
木
が
か
な
り
多
い
。
な
お
、
①
で
は
こ
こ
ま
で
が
大
溝
内
の
堆
積
で
あ
る
が
、
②
で
は
さ
ら
に

２７
が
あ

つ
て
ヽ
Ⅸ
層
と
し
て
い
る
。
こ
の
辺
に
な
る
と
、
大
溝
の
形
成
過
程
と
の
関
連
が
生
じ
て
く

る
の
で
、
も
う
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。

以
上
の
堆
積
状
況
を
基
に
、
大
溝
の
消
長
を
推
定
し
て
み
る
と
、
大
溝
は
、
弥
生
時
代
の
こ
ろ
に

す
で
に
窪
地
を
流
れ
る
小
川
と
し
て
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
古
墳
時
代
中
期
末
か
ら
、
後
期
の

七
世
紀
前
葉
ご
ろ
に
は
、
か
な
り
の
水
流
が
あ

っ
て
、
大
き
な
流
木
や
砂
礫
が
運
ば
れ
堆
積
し
た
。

蛇
行
部
分
で
は
岸
を
洗
い
崩
し
て
、
集
落
に
ま
で
影
響
す
る
こ
と
が
あ
り
、
護
岸
工
事
も
行
な
わ
れ

た
。
し
か
し
、
七
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
な
ぜ
か
流
れ
が
な
く
な
り
、
あ

っ
て
も
ご
く
ゆ
る
や
か
に

変

っ
た
ら
し
く
、

大
溝
内
の
堆
積
状
況
は
、
　
一
変
し
て
有
機
粘
土
層
を
主
体
と
す
る
も
の
に

な

っ

た
。
奈
良
時
代
に
は
そ
れ
で
も
、
多
少
砂
質
を
帯
び
て
い
た
が
、
平
安
時
代
に
は
完
全
な
泥
炭
層
と

な
り
、
や
が
て
草
炭
層
に
変
り
、
小
川
と
し
て
の
機
能
さ
え
停
止
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
鎌
倉
時

代
に
は
、
埋
立
工
事
が
行
な
わ
れ
て
、
水
日
化
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

木
簡
は
、
以
上
の
堆
積
層
の
内
、
Ⅳ
層
に
少
量
、
大
部
分
は
Ｖ
層
か
ら
、
そ
し
て
わ
ず
か
に
Ⅵ
層

か
ら
検
出
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
他
の
遺
物
群
に
伴
出
し
て
い
る
が
、
小
川
跡
と
推
定
さ
れ
る

大
溝
中
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
出
土
状
態
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
か
、
定
か
で
な
い
。

木
簡
は
多
く
の
場
合
故
意
に
折

っ
た
り
、
割

っ
た
り
し
た
と
思
わ
れ
る
状
態
を
示
し
て
い
る
が
、
断

片
が
接
合
し
た
例
は
三
例
し
か
な
く
、
内

一
例
は
第
十
四
号
木
簡
の
よ
う
に
、
相
互
に
六
〇
メ
ー
ト

ル
も
離
れ
て
発
見
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
小
川
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
が
、
水
流
や
風
な
ど
の
影
響
で

か
な
り
移
動
し
た
こ
と
は

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
る
う
。

し
か
し
、

堆
積
状
況
が

示
す
通

り
、
奈
良
時
代
以
降
、
ほ
と
ん
ど
流
れ
は
な
か

っ
た
ら
し
い
か
ら
、
相
述
の
遠
距
離
か
ら
流
れ
着
い

た
と
い
う
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
と
に
か
く
木
簡
の
出
土
地
点
を
図
版
第

一
に
示
し
て
、
参
考
に
供

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
Ｖ
層
堆
積
以
降
堆
積
物
の
状
況
は
大
き
く
変
り
、
砂
を
主
と
し
た
Ⅶ
ｉ

Ⅷ
層
に
対
し
て
、
Ⅳ

・
Ｖ
層
は
泥
炭
層
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
段
階

（律
令
制
時
代
）
に
は
、
大
溝

の
両
岸
に
い
く
つ
か
の
杭
列
群
が
打
た
れ
、　
そ
こ
に
は
貝
塚
が
残
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

ま

た
、
遺
物
も
そ
う
し
た
地
区
に
は
特
に
集
中
し
て
発
見
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
食
物
残
滓
の
投
棄
だ

け
で
な
く
、
不
要
品
も
ま
と
め
て
、
こ
れ
ら
杭
列
付
近
に
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
う

し
た
出
土
状
態
に
意
味
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
付
近
で
出
土
し
た
木
簡
も
、　
一
応
は
、
そ
れ
ら
の

遺
物
群
と

一
緒
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
観
点
は
、　
一
見
前
段
で
の
記
述

|    :    :    :    :   :!M

ぷ
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と
矛
盾
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
無
秩
序
に
見
え
る
木
簡
の
検
出
状
況
に
封
し
て
、
何
ら
か
の
意
味

付
け
を
し
た
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
挿
図
第
二
に
Ｏ
Ａ
か
ら
Ｏ
Ｉ
ま
で
の
記
号
で
示
し
た
の
が
、

そ
う
し
た
杭
列
群
や
貝
塚
を
基
に
認
定
し
た
地
点
区
分
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
に
属
す
る
と
み

ら
れ
る
木
簡
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

枝

溝

２

枝

溝

１

Ｏ

　

　

Ｉ

Ｏ

　

　

Ｈ

Ｏ

　

　

Ｇ

Ｏ

Ｆ

Ｏ

　

　

Ｅ

Ｏ

　

　

Ｄ

Ｏ

　

　

Ｃ

Ｏ

　

　

Ｂ 一　
Ｉ

Ｏ
Ａ
　
一―
―

一
Ｉ

地
　
　
点

工 I I

第
二
十
二
号

。
第
六
十

一
を
六
十
五
号

第
十
八
号

・
第
十
九
号

第
二
号

。
第
二
十
九
号

。
第
六
十
号

・
第
六
十
九
を
七
十
三
号

第

一
号

。
第
二
十
七
号

第
四
号

。
第
五
号

。
第
二
十
１
二
十
六
号

。
第
二
十
九
号
・
第
二
十
号

第
四
十
二
号

。
第
二
十
号

・
第
五
十
五
ｉ
五
十
八
号

・
第
二
十
六
号

第
三
号

。
第
四
十
四
―
四
十
九
号

・
第
五
十

一
を
五
十
四
号

第
十

一
を
十
三
号

。
第
七
十
四
号

。
第
七
十
五
号

。
第
七
十
七
号

第
七
号

ｏ
第
十
四
号

。
第
十
五
号

・
第
二
十
九
号

・
第
四
十
号

第
九
号

。
第
十
七
号

。
第
二
十

一
号

・
第
四
十

一
号

。
第
四
十
二
号

第
十
六
号

・
第
二
十
八
号

。
第
七
十
六
号

第
三
十
八
号

。
第
六
十
七
号

第
六
号

・
第
十
号

。
第
二
十
七
号

第
八
号

。
第
二
十
二
を
三
十
六
号

。
第
六
十
八
号

木

簡

表 1 出土地点別木簡分類表

こ
の
試
み
が
適
切
か
ど
う
か
、
各
地
点
で
の
出
土
遺
物
全
体
の
検
討
が
済
む
ま
で
何
と
も
い
え
な

い
が
、
こ
の
表
に
よ
る
限
り
、　
Ｏ
Ａ

・
Ｏ
Ｆ

ｏ
Ｏ
Ｇ

各
地
点
の
出
土
例
が

多
い
こ
と
が

注
目
さ
れ

′０
。

凡例

I層

3   11層
4   m層
5～7 W層
8～ 14 V層

15  Ⅵ層

16～ 20Ⅶ層

21  Ⅷ層

22.23 8層

28

29

層

層

層

層

例

．

Ｈ

凡

3031 Di層

25,33 02層

3   m層
4～ 8 Ⅳ層

9～ 16 V層

17～ 20Ⅶ層

21～ 26Ⅷ層

�層
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二
、
木
簡
の
形
態
と
記
載
内
容

伊
場
遺
跡
出
上
の
木
簡
は
、
総
数
七
十
七
点
、
別
に
墨
書
の
あ
る
人
形
が

一
点
、
陰
刻
の
文
字
の

あ
る
曲
物
が
二
点
あ
る
か
ら
、
文
字
の
記
さ
れ
て
い
る
木
製
品
は
八
十
点
に
及
ぶ
。
木
簡
は
大
半
が

断
片
で
完
存
例
は
少
な
い
が
、
形
や
大
き
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
差
が
あ

っ
て
、　
一
定
の
規
格
は
み
ら
れ
な

い
。
そ
こ
で
、
大
小
の
差
を
問
わ
な
い
で
、
上
端
と
下
端
の
整
形
の
仕
方
を
そ
れ
ぞ
れ
分
類
し
、
そ

の
組
み
合
せ
で
、
伊
場
木
簡
の
形
態
分
類
を
試
み
た
。
表
２
は
そ
の
分
類
法
を
示
す
。

大
き
さ
で
は
、
最
大
が
第
十
四
号
木
簡
で
、
全
長

一
四
六

・
五
セ
ン
チ
、
ほ
ば
完
存
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。
次
は
第
二
十

一
号
木
簡
で
、
現
存
長

一
一
六

・
五
セ
ン
チ
、
上
端
が
折
損
し
て
い
る
か

ら
、
も
と
は
第
十
四
号
木
簡
ぐ
ら
い
の
長
さ
は
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
二
点
は
、
わ
が
国

発
見
木
簡
中
、
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
最
小
は
第
四
十
七
号
木
簡
で
、

長
さ

六

・
ニ

セ
ン
チ

で
あ

ＺＯ
。形

の
上
で
は
、
上
端
が
１
の
整
形
、
下
端
が
２
の
整
形
に
な
る
、
１
２
形
式
が
最
も
多
い
。
次
い

で
１
１
形
式
、
２
１
形
式
、
４
１
形
式
、
５
２
形
式
と
続
き
、
２
３
形
式
や
５
３
形
式
は
少
な
い
。

ま
た
、
全
形
は
判
明
し
な
く
て
も
、
上
下
い
ず
れ
か

一
方
が
完
存
す
る
例
で
み
る
と
、
上
端
は
方
頭

（
１
形
式
）
の
場
合
が
多
く
、
下
端
は
方
頭
と
尖
頭

（
２
形
式
）
が
相
半
ば
し
て
い
る
。
し
た
が

っ

て
、
伊
場
木
簡
で
は
、
１
２
形
式
が
特
徴
的
で
あ
り
、
１
１
形
式
や
２
１
形
式
が
、
こ
れ
に
次
ぐ
と

い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
関
係
を
表
３
に
示
そ
う
。

木
簡
の
内
容
に
関
し
て
は
、
文
群
の
完
結
し
て
い
な
い
も
の
や
、
意
味
の
と
れ
な
い
も
の
が
多
い

の
で
、
そ
の
内
容
を
分
類
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
平
城
宮
木
簡
の
分
類
に
準
じ
て
、
可
能
な
限
り

の
類
別
を
行
な

っ
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
　
文
書

風

の
記
載

の
あ

る
も

の

律
令
制
時
代
の
文
書
は
、
公
式
令
に
定
め
ら
れ
た
書
式
に
従
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
木
簡
の

場
合
に
は
、
厳
格
な
書
式
通
り
の
も
の
の
他
に
、
公
式
令
の
書
式
に
似
た
も
の
、
あ
る
い
は
こ
れ
を

簡
略
化
し
た
も
の
な
ど
が
合
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る

（奈
文
研

一
九
六
九
）
。

伊
場
木
簡
の
中
に

は
、
公
式
令
に
定
め
た
通
り
の
文
書
と
思
わ
れ
る
も
の
は
な
い
。
第
十
八
号
は
、
□
□
郷
長
里
正
等

に
あ
て
た
文
書
ら
し
い
が
、
記
載
内
容
は
、
大
郡
と
あ
る
だ
け
で
以
下
欠
失
し
て
い
る
の
で
、
不
明

と
い
う
他
な
い
。
第
二
十
号
は
、
美
濃
関
を
経
て
京

（お
そ
ら
く
平
城
京
）
に
向
う
た
め
の
過
所
に

似
た
木
簡
で
あ

っ
て
、
裏
面
に
三
河
国
の
駅
名
を
列
記
し
て
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
公
式
令
の

過
所
式
に
定
め
ら
れ
て
い
る
書
式
で
は
な
い
。
文
書
風
の
木
簡
の
第
二
は
、
第
二
十
七
号
木
簡
で
あ

る
が
、
墨
が
薄
く
て
文
意
が
汲
み
取
れ
な
い
。

Ｂ
　

帳
簿

・
伝
票

の
類

と
思

わ
れ

る
も

の

帳
簿
ら
し
い
も
の
が
四
例
あ
る
。
第
十

一
号
木
簡
は
、
右
面
に
数
字
が
あ
り
、
左
面
に
縦
横
の
罫

線
を
入
れ
て
人
名
を
列
挙
し
て
い
る
。
性
格
は
判
ら
な
い
。
第
十
七
号
木
簡
は
、
上
下
左
右
と
も
欠

損
し
て
い
る
の
で
、
や
は
り
性
格
は
不
明
で
あ
る
が
、
何
段
か
に
地
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二

十

一
号
木
簡
は
、
上
端
が
欠
失
し
、
左
右
は
割
り
取
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、
三
な
い
し
五
行
に
わ

た
り
、
七
段
以
上
に
人
名
と
、
そ
の
下
に

「
屋
」
と
か

「
椋
」
の
数
量
を
記
載
し
て
い
る
の
で
、
こ

れ
を

『
屋
椋
帳
』

木
簡
と
名
付
け
た
。　
こ
こ
に
名
を
連
ね
る
も
の
だ
け
で
、　
二
十
数
名
を
こ
え
る

〔江
力
〕

が
、
注
意
し
て
み
る
と
、
表
の
五
段
目
第

一
行
に
駅
□
人
と
あ
り
、
次
の
段
の
中
行
に

「
加
□
□
五

十
戸
人
」
と
記
す
。
つ
ま
り
、
敷
智
郡
全
域
の
屋
椋
を
列
挙
し
た
帳
簿
の
可
能
性
も
あ
る
。
も
う

一

点
は
第
五
十
二
号
木
簡
で
、
こ
れ
も
上
下
左
右
に
も

っ
と
続
い
て
い
た
も
の
を
切
断
し
て
、
何
か
に

再
利
用
し
た
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
に
は
戸
主
名
と
東
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
戸
主
の
上
に
馬
主
を

冠
し
た
者
が
あ
り
、
牲
馬
の
字
も
見
え
る
。
や
は
り
何
か
の
帳
簿
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
第
十
九
号
と
第
七
十
三
号
の
木
簡
は
、
相
似
た
形
態

（
５
２
形
式
と
１
２
形
式
）
を
し
て

お
り
、
書
式
も
郷
名
の
下
に
人
数
を
記
載
し
て
い
て
共
通
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
伝
票
の
類
で
は

な
か
ろ
う
か
。

Ｃ
　

地
方
官

衛

に
集

め
ら
れ
た
り

、
中
央
政

府

に
貢
進

さ
れ
た
り
す

る
荷

物

の

荷
札

。
付
札

と
思

わ
れ

る
も

の

第
四
十
号
木
簡
に
は

「
若
倭
部
五
百
国
布
二
丈
八
尺
繰
」
と
表
裏
に
書
き
わ
け
て
あ
る
。
調
庸
い

ず
れ
か
の
布
に
結
び

つ
け
ら
れ
た
荷
札
と
思
わ
れ
る
。

布
に
木
簡
を

付
け
た
例
は

な
い
と
い
う
か

ら
、
こ
れ
は
唯

一
の
例
で
あ
る
が
、
地
方
官
衡
に
集
荷
さ
れ
る
ま
で
は
、
木
簡
が
付
け
ら
れ
、
そ
こ

で
改
め
て
布
に
墨
書
さ
れ
て
か
ら
、
中
央

へ
運
ば
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
郷
名
す
ら
記
載
し
て
な
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5 4
一３

2 i

上

却踊

モ
4
ロ

4 3 2
I

下

則妬

表 2 木 簡 形 態 分 類 表

上
下
欠
損
品

損欠 形躯

下  端  部 上  端  部
Ｆ
υ
　

　

つ
々

４

　

１

つ
る

　

「上

1

1

形
　
式

1 2 1

11

15

17

20

24

25

26

33

85

41

43

44

48

57

58

60

65

69

70

２

●

１４

・

‐６

・

５５

・

６６

・

７４

・

７６

２‐

。

２９

。

３０

．

３４

・

３７

・

４６

・

６８

・

７．

・８

。

２７

。

５０

．

７２

67 １

●

３

●

４

●

５

ｏ

７

●

８

●

２２

・

２３

・

３．

．

５９

・

６３

・

６４

，
ｒ ６

●

１９

・

５４

９

●

４５

１０

。

７７

２８

・

３９

・

４０

．

７５

３２

ｏ

４９

・

５．

．

５３

・

５６

・

６．

．

７３

・３

・

５２

・

６２

木

簡

ユ 0 7 1 1 1 1 3 2 3 1 7 3
例
数

表 3 木簡の形態分類度数表
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い
の
も
、
そ
の
た
め
と
解
す
れ
ば
理
解
し
易
い
。
こ
れ
ほ
ど
明
瞭
で
は
な
い
が
、
荷
札
と
思
し
き
木

簡
は
か
な
り
多
い
。

第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
号
、
第
二
十
七
号
、
第
二
十

一
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
三
号
、
第

二
十
四
号
、
第
四
十
号
、
第
五
十
四
号
、
第
五
十
六
号
、
第
六
十
七
号
、
第
七
十
号
の
各
木
簡
は
、

記
載
内
容
が

必
ず
し
も
明
ら
か
と
い
え
な
い
が
、

荷
札
の
類
と
推
定
す
る
の
が

最
も
妥
当
と

思
え

る
。
中
で
も
第
二
十
四
号
木
簡
は
、
「付
」
と
推
定
で
き
る
文
字
を
合
む
と
こ
ろ
か
ら
、

文
言
通
り

「
御
使
」
に
付
け
て
進
上
し
た
物
品
の
荷
札
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
第
二
十
六
号
と
第
二

十
八
号
と
第
七
十
五
号
の
木
簡
は
、
形
態
上
、
第
四
十
号
木
簡
に
類
似
し
て
お
り
、
文
字
は
み
ら
れ

な
い
が
、
荷
札
と
し
て
使
わ
れ
た
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
た
だ
こ
の
よ
う
に
、
荷
札
と
み
る
の

に
有
力
な
例
を
除
く
と
、
い
ず
れ
も
下
半
部
を
欠
失
す
る
か
、
全
形
を
知
り
得
る
も
の
で
は
、
下
端

部
が
尖
頭

（
２
形
式
）
を
呈
し
、
上
端
に
は
切
り
込
み
が
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
た
と
え
荷
札
と
し

て
も
結
び
つ
け
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
突
き
刺
し
て
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
浜
松
市
遺
跡
調
査
会

一
九
七

一
Ａ
と
同

一
九
七
三
Ａ
に
お
い
て
は
、
地
方
官
衛
内
部
で
の

物
品
の
保
管

。
管
理
用
の
付
札
と
思
わ
れ
る
も
の
と
い
う
類
別
を
た
て
た
が
、
前
段
の
荷
札
と
の
区

別
を
明
確
に
で
き
な
か

っ
た
の
で
、
こ
の
類
別
は
止
め
て
、
荷
札

・
付
札
と
し
て

一
括
す
る
こ
と
と

し
た
。Ｄ

　

そ
　

の
　

他

以
上
の
文
書
、
帳
簿
、
荷
札
付
札
と
い
っ
た
も
の
の
他
に
特
別
な
も
の
と
し
て
、
呪
符
、
題
箋
、

習
書
、
墨
書
人
形
な
ど
が
あ
る
。
呪
符
は
、
二
例
あ

っ
て
第
二
十
九
号
木
簡
が
著
例
で
あ
る
。
百
怪

呪
符
と
い
う
書
出
し
で
、
文
末
に
急
々
如
律
令
と
い
う
呪
語
を
記
し
て
い
る
。
文
意
は
難
解
だ
が
、

止
雨
を
祈
念
し
た
も
の
ら
し
い
。
も
う

一
点
第
六
十

一
号
木
簡
は
、
形
態
は
１
２
形
式
で
あ
る
が
、

頭
左
右
に
斜
め
上
か
ら
そ
ぐ
よ
う
に
刻
み
を
入
れ
た
、
斎
串
と
い
う
祭
祀
用
の
木
製
品
に
墨
書
し
た

も
の
で
あ
る
。
文
末
の

一
字
が
特
殊
な
意
味
を
持
つ
呪
語
ら
し
い
が
、
解
読
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く

病
治
鳳
の
手
段
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

題
箋
と
し
た
の
は
、
第
七
十
七
号
木
簡
で
、
頭
部
を
圭
頭
に
作
り
、
巻
物
の
志
に
さ
し
た
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
「
延
長
二
年
」
と
だ
け
記
す
。

習
書
木
簡
も

一
例
で
、
第
十
二
号
が
そ
れ
で
あ
る
。
伊
場
木
簡
中
第
二
位
の
大
き
さ
で
、
第
十
四

号
や
第
二
十

一
号
の
よ
う
に
、
側
辺
に
三
角
形
の
切
り
込
み
が
入

っ
て
い
る
。

墨
書
人
形
は
、
伊
場
遺
跡
で
は
木
簡
に
合
め
て
い
な
い
が
、
表
に
人
面
を
墨
画
し
、
裏
に
少
な
く

と
も
二
字
を
認
め
る
が
、
残
念
な
が
ら

「
敷
口
」
と
し
か
読
め
な
い
。

以
上
の
他
は
、
断
片
で
あ

っ
た
り
、
読
め
な
い
部
分
が
多
か

っ
た
り
で
、
記
載
内
容
は
不
明
で
あ

フ
Ｏ

。

二
、
木
簡
の
年
代
観

木
簡
の
年
代
を
知
る
に
は
、
い
く
つ
か
の
手
が
か
り
が
あ
る
。
そ
の
第

一
は
木
簡
自
身
に
記
さ
れ

た
年
紀
で
あ
る
。
年
紀
の
あ
る
木
簡
は
次
の
九
点
で
あ
る
。

（
辛
巳
力
〕
〔
正
力
〕

第
二
号
　
　
　
□
□
年
□
月
生
十
日
柴
江
五
十
戸
人
若
日
□

第
四
号
　
　
　
己
丑
年
八
月
放
日

第
七
号
　
　
　
辛
卯
年
十
二
月
新
井
里
人
宗
我
部
同

第
八
号
　
　
　
乙
未
年
十
月

第
九
号
　
　
　
乙
未
年
入
野
里
人
君
子
部

第
二
十

一
号
　
鳥
文
□
刑
部
石
口

天
平
七
年

〔
入
野
中
力
〕

第
二
十
二
号
　
□
□
□
□
部
竜
万
呂
　
天
平
七
年

第
二
十
三
号
　
□
伊
福
部
□
天
平
同

第
七
十
七
号
　
延
長
二
年

こ
れ
ら
は
大
き
く
三
群
に
区
分
で
き
る
。
①
大
宝
以
前
の
も
の
、
②
奈
良
時
代
の
も
の
、
③
平
安

時
代
の
も
の
の
二
つ
で
あ
る
。
次
に
第
二
の
手
が
か
り
は
里
制
↓
郷
里
制
↓
郷
制
と
い
う
制
度
の
変

遷

（岸

一
九
七
三
）
に
注
目
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
号
　
　
　
□
文
里
百
十

〔
竹
田

・
十
戸
人
力
〕

第
六
号
　
　
　
□
□
□
□
□
□

〔
郡
力
〕
〔
東
〕

第
十
四
号
　
　
敷
□
□
　
□
□
里

第
十
七
号
　
　
□
田
里
　
□
□
□
　
□
口
□
　
佑
田
里
　
□
□
□

〔
竹
力
〕

第
四
十
六
号
　
□
□
口
口
日
回
□
里
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第
十
号
　
　
　
竹
田
□
□
江
里
□
□
口

〔竹
日
力
）

第
十
八
号
　
　
□
□
郷
長
里
正
等
大
郡
口

第
七
十
号
　
　
□
上
里
戸
主
海
部
曽
口

第
十
九
号
　
　
浜
津
郷
□
□
子
二
人

第
二
十

一
号
　
駅
□
人
、
□
□
五
十
戸
人

第
二
十
号
　
　
浜
津
郷
□
人

第
五
十
号
　
　
赤
坂
郷
用

（郷
力
〕

第
五
十
四
号
　
赤
坂
□
戸
主
刑
部
□
□
日
Ｈ
口
□

第
六
十
七
号
　
□
□
郷
戸
主
石
部
口

第
七
十
三
号
　
柴
江
郷

一
人

こ
れ
ら
は
、
第
二
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
の
、
①
里
制
に
基
づ
く
表
記
法
に
従
う
も
の
、
第
十

号
、
第
十
八
号
、
第
七
十
号
の
、
②
郷
里
制
に
基
ず
く
表
記
法
に
従
う
も
の
、
第
十
九
号
以
下
の
③

郷
制
に
基
づ
く
表
記
法
の
も
の
と
に
三
区
分
で
き
る
。
し
か
し
①
の
中
に
は
、
大
宝
以
前
の
評
里
制

下
の
里
と
、
大
宝
以
後
の
郡
里
制
下
の
里
の
両
者
を
合
む
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
①
の
中
に
は
郷

里
制
下
に
あ

っ
て
も

里
名
を
欠
く
場
合
を
含
ん
で
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、

第
五
号

木
簡
に

は
、
「代
」
と
い
う
用
字
が
あ

っ
て
、　
か
な
り
古
そ
う
な
木
簡
で
あ
り
、

第
二
十
号
木
簡
の
裏
面
に

は
山
豆
茶

（『
延
喜
式
』
で
は
、
山
綱
と
記
す
）

と
三
字
で
駅
名
を
記
し
て
い
る
が
、　
こ
れ
が
神
亀

三
年
の
、

地
名
を
二
字
に
改
め
る
以
前
と
解
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば

（坂
本

一
九
七
五
）
、　
こ
の
木
簡

を
西
歴
七

一
五
年
か
ら
七
二
六
年
ま
で
の
十
二
年
間
に
限
定
で
き
る
。

第
二
の
手
が
か
り
は
、
発
掘
に
よ
る
層
位
的
観
察
の
結
果
で
あ

っ
て
、
木
簡
は
Ⅳ

・
Ｖ

・
Ⅵ

・
Ⅶ

層
ま
で
に
合
ま
れ
て
い
た
。

第

一
号
木
簡
は
、　
Ｏ
Ｈ
地
点
の
第
Ⅶ
層
か
ら
出
上
し
た
唯

一
の
木
簡

で
、
層
位
的
に
は
最
も
古
い
。
大
溝
の
底
で
あ
る
が
、
何
か
の
事
情
で
、
こ
の
部
分
だ
け
が
Ｖ
層
の

落
ち
込
み
に
な

っ
て
い
た
の
で
な
け
れ
ば
、
層
位
に
は
間
違
い
が
な
い
。
こ
れ
を
信
頼
す
る
と
、
七

世
紀
中
葉
を
下
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
問
題
の
多
い
木
簡
で
あ
る
。
次
の
第
Ⅵ
層

（も
し
く
は

Ⅵ
層
相
当
層
）
出
上
の
木
簡
は
、
三
点
あ

っ
て
第
二
号
木
簡
が
Ｏ
ｒ
地
点
、
第
二
号
木
簡
が
Ｏ
Ｆ
地

点
、
第
九
号
木
簡
が

Ｏ
Ｄ
地
点
か
ら
出
上
し
て
い
る
。　
こ
の
内

第
九
号
に
は
土
器
の
伴
出
が
な
い

が
、
推
定
ど
お
り

「
辛
巳
年
」
で
あ
れ
ば
、
天
武
朝
に
さ
か
の
ば
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
号
に
は
土

恐
が
伴
出
し
て
お
り
、
第
Ⅳ
型
式
後
半
の
須
恵
器
の
特
徴
を
も

っ
て
い
た
。

第
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
は
数
が
少
な
く
、
確
か
な
例
は
第
四
十
三
号
、
第
六
十
九
号
、
第
七
十
四
号

―
第
七
十
七
号
の
六
点
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
以
上
の
残
り
は
す
べ
て
第
Ｖ
層
出
土
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
第
Ｖ
層
は
奈
良
時
代
の
堆
積
で
あ
る
か
ら
、
木
簡
の
大
部
分
は
奈
良
時
代
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
判
る
。

以
上
の
検
討
を
行
な

っ
た
結
果
、
伊
場
木
簡
は
、
次
の
よ
う
に
年
代
的
な
編
成
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
Ｉ
群
　
伊
場
木
簡
中
古
い
グ

ル
ー
プ

層
位
的
に
も
年
紀
の
上
で
も

大
宝
令
施
行
前
と

確
定
で
き
る
木
簡

第

一
号

を

第
四

第
六
号
ぞ
第
九
号

里
制
に
基
づ
く
表
記
法
で
地
名
を
記
し
た
木
簡
お
よ
び
用
字
や
書
式
に
古
様
の
認
め
ら
れ
る

木
簡
…
…
…
…
第
五
号
、
第
六
号
、
第
十
四
号
、
第
十
七
号
、
第
四
十
六
号

第
Ⅱ
群
　
伊
場
木
簡
の
主
体
を
占
め
る
奈
良
時
代
の
グ

ル
ー
プ

ａ
　
郷
里
制
に
基
づ
く
表
記
法
で
地
名
を
記
し
た
木
簡
お
よ
び
年
紀
に
よ

っ
て
同
時
期
と
認
め
ら

れ
る
木
簡
…
…
…
第
十
号
、
第
十
八
号
、
第
二
十
号
、
第
二
十

一
号
、
第
二
十
二
号
、
第
二
十
三
号

第
七
十
号

ｂ
　
第
Ｖ
層
出
上
の
内
で
、
よ
り
下
層
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
て
、
奈
良
時
代
で
も
古
い
と
推
定
さ

れ
る
木
簡
…
…
…
第
十

一
号
を
第
十
七
号
、
第
十
九
号
を
第
二
十
九
号
、
第
五
十
二
号
を
第
五
十
八

号

ｃ
　
第
Ｖ
層
出
上
の
内
で
、
よ
り
上
層
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
て
、
奈
良
時
代
で
も
新
し
い
と
推
定

さ
れ
る
木
簡
…
…
…
第
二
十
四
号
を
第
四
十
号
、
第
四
十
七
号
を
第
五
十

一
号
、
第
五
十
九
号
を
第

六
十
六
号
、
第
七
十

一
号
―
第
七
十
三
号

第
Ⅲ
群
　
伊
場
木
簡
中
新
し
い
グ

ル
ー
プ

第
Ⅳ
層
よ
り
出
上
し
、

平
安
時
代
の
木
簡
と
い
え
る
例
は

少
な
い
。

第
四
十
三
号
、

第
六
十
九

号
、
第
七
十
四
号
を
第
七
十
七
号
な
ど
は
、
第
Ⅳ
層
出
土
と
確
認
で
き
る
。
第
四
十

一
号
、
第
四
十

二
号
、
第
六
十
七
号
、
第
六
十
八
号
等
は
、
取
り
上
げ
時
点
の
記
録
で
は
Ｖ
層
出
土
と
な

っ
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
調
査
で
平
安
時
代
の
大
溝
改
修
が
、
意
外
に
深
く
に
及
び
、
そ
の
流
路
に
相
当
す
る

地
点
で
の
検
出
で
あ
る
か
ら
、
平
安
時
代
に
下
げ
て
お
く
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

号
b   ` a
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四
、
伊
場
木
簡
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題

伊
場
木
簡
に
つ
い
て
は
、
従
来
そ
の
意
義
を
啓
蒙
的
に
取
り
上
げ
た
り
、
問
題
と
な
る
木
簡
だ
け

を
個
々
に
論
じ
た
り
し
た
も
の
は
あ

っ
た
が
、
こ
れ
を
全
体
と
し
て
総
合
的
に
論
じ
た
も
の
は
ま
だ

な
い
。
特
に
、
古
代
史
研
究
に
と

っ
て
問
題
提
起
と
な

っ
た
木
簡
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
、
浜
松
地
方

の
地
域
史
構
成
に
生
か
そ
う
と
す
る
視
点
或
い
は
伊
場
遺
跡
と
い
う
遺
跡
自
体
に
対
す
る
真
の
認
識

が
、
不
足
し
て
い
た
。
発
見
後
ま
だ
日
が
浅
い
し
、
伊
場
遺
跡
の
調
査
も
継
続
中
で
あ
る
か
ら
、
地

域
史
研
究
に
と

っ
て
消
化
し
切
れ
な
い
の
も
止
む
を
得
な
い
が
、
そ
の
視
点
で
伊
場
木
簡
を
整
理
し

て
お
こ
う
と
思
う
。

Ａ
　

地
名

に

つ
い
て

伊
場
木
簡
に
は
、
地
名
を
記
載
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
注
目
し
て
、
浜
松
市
遺

跡
調
査
会

一
九
七

一
と
同

一
九
七
三
で
は
、
若
千
地
名
考
証
を
行

っ
て
い
る
。
地
名
記
載
の
木
簡
は

次
の
二
十
一
百

で^
あ
る
。

第
二
号
　
□
文
里

第
二
号
　
柴
江
五
十
戸
、

〔
竹
田
五
十
戸
力
〕

第
六
号
　
□
□
□
□
□

第
七
号
　
新
井
里

第
九
号
　
入
野
里

第
十
号
　
竹
田
□
□
江
里

第
十
四
号
　
敷
□
□
　
□
□
里

第
十
七
号
　
□
田
里
　
□
口
回
　
竹
田
里

〔
竹
田
力
〕

第
十
八
号
　
□
□
郷

第
十
九
号
　
浜
津
郷

第
二
十

一
号
　
駅
□
、
□
□
五
十
戸

第
二
十
七
号
　
駅
家

第
二
十
号
　
　
浜
津
郷

第
三
十

一
号
　
烏
文
□

〔
入
野
力
〕

第
二
十
二
号
　
□
□

第
四
十
七
号
　
和
治

第
二
十
号
　
　
赤
坂
郷

第
五
十
四
号
　
赤
坂
□

第
二
十
六
号
　
栗
原

第
六
十
七
号
　
□
□
郷

第
七
十
号
　
　
国
上
里

第
七
十
三
号
　
柴
江
郷

以
上
の
他
に
、
第
十
三
号
木
簡
に

「
山
代
国
」
と
か
、
第
二
十
号
木
簡
に
三
河
の
駅
名
と
か
、
第

六
十
八
号
に

「
都
奴
我
」
と
か
を
記
し
て
あ
り
、
墨
書
土
器
中
に
も
地
名
記
載
の
例
が
あ
る
が
、
そ

れ
は

一
応
除
外
す
る
。

従
来
、

地
名
考
証
は
、
『
倭
名
類
飛
抄
』
（略
し
て

『
和
名
抄
』

と
す
る
）

に
基
づ
い
て
き
た
。

『
和
名
抄
』
は
、
遠
江
国
敷
智
郡
の
郷
名
を
、
次
の
よ
う
に
記
載
す
る
。

蛭
田
魏
留
　
赤
坂
側
獅
　
象
島
　
柴
江
貶
波
　
小
文
　
竹
田
欲
介
　
雄
踏
　
尾
間
就
　
和
治
　
浜
松

軸
初
　
駅
家

高
山
寺
本
で
は
、
象
島
を
象
嶋
、
雄
踏
を
雄
陽
、
尾
間
を
海
間
、
浜
松
を
浜
津
と
書
き
、
駅
家
を

除
い
て
い
る
点
な
ど
が
相
違
し
て
い
る
。
こ
の
順
序
で
伊
場
木
簡
と
封
比
し
て
行
く
と
、
蛭
田
に
つ

い
て
は
確
実
な
例
が
な
い
が
、
第
十
七
号
木
簡
の

「
□
田
里
」
は
、
蛭
田
里
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ

り
、
別
の
史
料
で
は
平
城
宮
木
簡
の
中
に

「
蛭
田
郷
中
□
里
」
と
い
う
例
が
あ
る
。
蛭
田
郷
の
位
置

は
不
明
で
あ
る
。

赤
坂
に
つ
い
て
は
、
第
十
七
号
木
簡
の

「
□
口
□
」
が
、
字
画
か
ら
み
て
赤
坂
里
ら
し
い
他
、
第

五
十
号
と
第
五
十
四
号
に
、
「赤
坂
郷
」
と
記
し
て
い
る
。

赤
坂
郷
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

浜
松
市

伊
佐
地
町
に

「
赤
坂
平
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
。
今
で
こ
そ
ひ
ら
け
て
い
る
が
、
台
地
の
上
で
あ

っ

て
、
奈
良
時
代
に
人
の
集
住
し
た
場
所
と
は
思
え
な
い
点
に
や
や
問
題
が
残
る
。

象
島
郷
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
キ
サ
ジ
マ
と
訓
み
、
浜
名
郡
舞
阪
町
に
式
内
社
の
岐
佐
神
社
が
あ

っ
た
と
す
る
考
証
が
あ

っ
て

（内
山

一
七
九
九
）
、
古
く
か
ら
、
舞
阪
付
近
に
当
て
る
説
が
行
な
わ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
伊
場
木
簡
で
は
象
島
と
い
う
地
名
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
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柴
江
郷
に
つ
い
て
は
、

第
二
号
木
簡
に

「
柴
江
五
十
戸
」
、

第
七
十
三
号
木
簡
に

「柴
江
郷
」
と

記
し
て
あ
る
。　
一
里
は
五
十
戸
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
柴
江
里
と
書
く
べ
き
を
、
柴
江
五
十
戸
と
書

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
十

一
号
木
簡
の

「
□
□
五
十
戸
」
も
、
江
が
確
か
な
ら
ば
、
柴
江
五
十
戸

の
可
能
性
が
強
い
だ
ろ
う
。
柴
江
郷
の
位
置
に
つ
い
て
も
、

確
か
な
史
料
は
な
い
が
、
『
弘
法
大
師

全
集
』
第
五
輯
に
の
せ
る

「
遠
江
浜
名
淡
海
図
」
に
は
、
「紫
江
堤
防
湛
巽
」

の

一
句
が
あ
る
。

巽

と
は
東
南
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
根
拠
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
湖
心
か
ら
東
南
の
方
向
に
柴
江

郷
の
故
地
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
象
島
郷
と
の
位
置
関
係
と
か
ら
ん
で
、
確
定
は
む
ず
か
し

い
。

９
兵
力
〕

小
文
郷
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
ヲ
フ
ミ
と
訓
ん
で
よ
け
れ
ば
、
第
二
号
木
簡
の

「
□
文
里
」
と
赳

比
し
得
る
。
小
文
郷
の
位
置
も
不
明
で
あ
る
。

竹
田
郷
に
つ
い
て
は
、
第
六
号
木
簡
の

「
□
□
□
□
□
」
、
第
十
号
木
簡
の

「
竹
田
□
□
江
里
」
、

第
十
七
号
木
簡
の

「
竹
田
里
」
、

第
十
八
号
木
簡
の

「
□
□
郷
」
と
、
四
例
を
算
え
る
他
、

墨
書
土

器
に
も

「
竹
田
郷
」
と
記
す
も
の
が
二
例
合
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
正
倉
廃
に
残

っ
て
い
る
調
布
の

銘
に

「
遠
江
国
敷
智
郡
竹
田
郷
戸
主
刑
部
真
須
林
調
黄
絶
六
丈
　
天
平
十
五
年
十
月
」
と
あ
る
こ
と

は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
竹
田
郷
の
位
置
が
ど
こ
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
定
説
が
な

か

っ
た
。
そ
れ
が
、
伊
場
遺
跡
の
調
査
に
よ

っ
て
、
竹
田
関
係
の
史
料
が
多
く
発
見
さ
れ
、
特
に
移

動
の
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
墨
書
土
器
二
例
が
、
大
溝
縁
か
ら
出
上
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
伊
場
遺

跡
の
近
く
を
、
竹
田
郷
と
推
定
す
る
こ
と
が
有
力
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

雄
踏
郷
に
つ
い
て
は
、

第
二
十

一
号
木
簡
に
、
「鳥
文
」
と
あ
り
、　
ウ
フ
ミ
と
訓
む
の
で
あ
ろ
う

か
ら
、
雄
踏
と
の
対
比
が
可
能
で
あ
る
。
雄
踏
郷
は
今
日
浜
名
郡
雄
踏
町
宇
布
見
に
、
よ
く
そ
の
名

を
残
し
て
い
る
。

尾
間
郷
は
、
高
山
寺
本
で
は
海
間
と
書
き
、
阿
万
と
訓
じ
て
い
る
。
古
代
の
地
名
に
よ
く
出
て
く

る
海
郷
と
か
海
部
郷
な
ど
と
同
じ
く
、
海
浜
の
漁
業
専
業
集
団
の
集
住
し
て
い
た
と
こ
ろ
と
推
定
し

て
よ
い
だ
ろ
う
。
第
七
十
号
木
簡
に
出
て
く
る

「海
部
曽
口
」
や
、
墨
書
土
碁
に
記
さ
れ
た

「
海
部

屎
子
女
」
な
ど
の
本
貫
地
と
み
ら
れ
る
。
尾
間

（海
間
）
郷
の
位
置
に
つ
い
て
も
、
確
か
な
文
献
史

料
は
な
い
が
、
村
櫛
半
島
に
新
し
い
時
期

（奈
良
時
代
以
降
）
の
貝
塚
が
多
く
分
布
し
て
い
る
点
を

注
目
し
た
い
。

和
治
郷
に
つ
い
て
は
、

第
四
十
七
号
木
簡
に

「
和
治
」

と
あ
る
。
郷
字
も
し
く
は
里
字
を
欠
く

が
、
地
名
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
浜
松
市
和
地
町
に
旧
名
を
と
ど
め
て
い
る
。

浜
松
郷
は
、
高
山
寺
本
で
は
浜
津
と
書
く
。
木
簡
で
も
第
十
九
号
と
第
二
十
号
に

「
浜
津
郷
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
も
と
浜
津
で
あ

っ
た
も
の
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
浜
松
と
書
か
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
浜
津
と
は
浜
の
津

（港
）
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
遠
州
灘
に
面
し
た
浜
の

ど
こ
か
に
港
が
あ

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
出
た
地
名
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
最
も
有
力
な
の
は
、
馬
込
川

の
川
口
付
近
、
米
津
町
か
ら
田
尻
町
に
か
け
て
の
辺
で
は
な
か
ろ
う
か
。
馬
込
川
は
、
奈
良
時
代
に

危
玉
川
と
呼
ば
れ
た
天
竜
川
の
旧
河
道
の
名
残
り
と
推
定
さ
れ
、
敷
智
郡
の
東
堺
を
な
す
。

駅
家
郷
に
つ
い
て
は
、
第
二
十

一
号
木
簡
に

「
駅
□
」
、
第
二
十
七
号
木
簡
に

「
駅
家
」
、
第
五
十

六
号
木
簡
に

「
栗
原
」
と
記
さ
れ
、
墨
書
土
器
に
も

「栗
原
」
と
記
し
た
例
が
あ
る
。
駅
家
郷
の
成

立
過
程
に
つ
い
て
は
な
お
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
敷
智
郡
の
場
合
、
高
山
寺
本
で
は

駅
家
郷
が
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。
駅
家
郷
の
位
置
を
考
え
る
こ
と
は
、
後
述
す
る
栗
原
駅
の
問
題
と

関
連
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
和
名
抄
』
に
載
せ
ら
れ
た
郷
名
は
、

象
島
と
尾
間
の
二
郷
を
除
き
、　
ほ
ぼ
伊

場
木
簡
と
の
始
応
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が

っ
て
、
伊
場
遺
跡
付
近
に
あ

っ
た
と
推

定
さ
れ
る
地
方
官
衛
の
行
政
権
は
、
遠
江
国
敷
智
郡
の
全
域
に
及
ぶ
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
伊
場
木
簡
に
み
る
地
名
は
、
以
上
に
つ
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
七
号

木
簡
の

「
新
井
里
」
、

第
九
号
と
第
二
十
二
号
の

「
入
野
里
」
、
第
十
四
号
木
簡
の

「
□
□
里
」
、

第

（
内
力
）
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（
内

力
）

六
十
七
号
木
簡
の

「
□
□
郷
」
な
ど
が
、

ま
だ

残

っ
て

い
る
。

入
野
里
と
□
内
郷
は
、　
と

も

に

『
和
名
抄
』

の
郷
名
に
は
入

っ
て
い
な
い
が
、　
入
野
里
は
、
今
日
浜
松
市
入
野
町
と
し
て
存
在
す

る
。
□
□
郷
に
つ
い
て
は
全
く
手
が
か
り
が
な
い
。
□
□
里
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
方
は
、
地

名
で
な
く
、
距
離
を
示
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
は
、
新
井
里
で
あ
る
。

新
井
里
は
、
天
平
十
二
年
の

『
浜
名
郡
輸
租
帳
』
に
、
新
居
郷
の
名
で
出
て
く
る
地
名
と
同

一
で

あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
七
世
紀
末
の
辛
卯
年
ま
で
、
そ
の
地
名
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る

が
、
新
居
郷
は
浜
名
郡
に
属
し
て
い
た
か
ら
、
何
故
に
、
新
井
里
の
木
簡
が
敷
智
郡

（辛
卯
年
段
階

で
は
敷
智
評
で
あ

っ
た
は
ず
）
下
に
残

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
二
つ
の
方
向
か
ら
解

決
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
伊
場
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
る
と
、
古
墳
時
代
中
期
の
こ
ろ
、
こ
の

付
近
は
少
な
く
と
も
二
を
三
メ
ー
ト
ル
、
今
日
よ
り
相
対
的
に
地
盤
が
高
か

っ
た
と
推
定
さ
れ
、
奈

良
時
代
の
こ
ろ
で
も
少
な
く
と
も

一
―
ニ
メ
ー
ト
ル
は
、
高
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
こ
と

は
浜
名
郡
舞
阪
町
弁
天
島
の
湖
底
遺
跡

（舞
阪
町
教
委

一
九
七
二
）

に
つ
い
て
も
い
え
る
。

そ
こ

で
、
浜
名
湖
の
等
深
線
図
を
基
に
、
七
世
紀
末
頃
か
ら
奈
良
時
代
の
こ
ろ
の
浜
名
湖
の
姿
を
推
定
し
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て
み
る
と
、
挿
図
第
４
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
村
櫛
半
島
と
表
鷲
津
を
結
ぶ
線
よ

り
北
側

へ
浜
名
湖
は
押
し
込
ま
れ
て
、
弁
天
島
以
北
に
は
、
広
大
な
耕
地
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
う
な
る
と
、
新
居
の
地
は
、
舞
阪
と
も
村
櫛
と
も
、
陸
地
に
よ

っ
て
直
結
さ
れ
て
し
ま
う
の

〔
竹
日
力
〕

で
あ
る
。　
つ
ぎ
に
伊
場
木
簡
中
、

第
十
八
号
に
、
「
□
□
□
郷
長
里
正
等
大
郡
口
」
と
あ
る
点
に
注

目
し
よ
う
。
郷
長
里
正
と
並
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
木
簡
の
書
か
れ
た
時
点
が
、
郷
里
制
下

（
霊
亀
元
年
か
ら
天
平
十

一
年
ご
ろ
ま
で
の
間
）
に
あ
た

っ
た
こ
と
が
判
る
が
、
養
老
令
の
戸
令
定

郡
条
に
は
「
凡
郡
以
廿
里
以
下
。
十
六
里
以
上
為
大
郡
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
規
定
が
、
当
時

の
現
行
法
で
あ

っ
た
大
宝
令
で
も
同
じ
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
確
か
め
に
く
い
ま
で
も
、
ま
ず
同

一
で

あ

っ
た
と
推
定
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
木
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
大
郡
は
、
敷
智
部
を
さ
す

と
み
ら
れ
る
か
ら
、
敷
智
郡
の
領
域
は

『
和
名
抄
』
の
段
階
よ
り
も
、
ず

っ
と
大
き
な
も
の
で
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
伊
場
遺
跡
付
近
に
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
地
方
官

衛
の
行
政
権
は
、
『
和
名
抄
』
段
階
の
敷
智
郡
を
全
部
合
む
か
ら
、
駅
家
郷
を
除
い
て
十
郷
で
あ
る
。

〔内
力
〕

こ
れ
に
入
野
里
を
加
え
て
も
十

一
郷

（□
□
郷
は
平
安
時
代
と
推
定
さ
れ
る
の
で
除
く
）
に
す
ぎ
な

い
。
そ
こ
で
思
い
切

っ
て
、
浜
名
郡
を
加
え
る
と
、
駅
家
郷
を
別
に
し
て
流
布
本
で
六
郷
、
高
山
寺

本
で
五
郷
加
算
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
敷
智
、
浜
名
両
郡
合
せ
て
十
六
郷
―
十
七
郷
と
な
る
。
以
上

に
よ

っ
て
、
敷
智
郡
の
領
域
は
、
か
つ
て
浜
名
湖
西
岸
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
が
、
第
七
号
木
簡
は
、
そ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語

っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

Ｂ
　

人
名

に

つ
い
て

伊
場
木
簡
に
は
、
お
よ
そ
八
〇
名
ほ
ど
の
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
姓
の

一
部
が
判
明

し
て
い
る
も
の
が
、
五
十
九
例
あ
る
。
ま
た
、
正
倉
院
伝
来
の
調
布
銘
に

一
例
、
平
城
宮
木
簡
に
二

例
、
伊
場
遺
跡
出
土
墨
書
土
器
に
二
例

（平
安
時
代
を
除
く
）
ほ
ど
が
見
出
さ
れ
、
敷
智
郡
の
郡
域

に
関
す
る
奈
良
時
代
の
人
名
は
、　
六
十
四
例
を
算
え
る
。

さ
ら
に
、　
旧
浜
名
郡

一
帯
が
、
か
つ
て

敷
智
郡
の
領
域
に
入

っ
て
い
た
と
す
る
、
前
項
の
推
定
に
誤
り
が
な
け
け
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る

『
浜
名

郡
輸
租
帳
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
名
も
、
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
表
に
し
て
み

よ
う
。

類第類第類

姓盪髪贔  早下
ネ申

人

部

君 蘇 宗 宗 宗 宗 宗 物 大 □ 丸 委

子 可 繭 可 何 我 宜  伴 繭 雨 雨

部 部 部 部 部 部 部 部 部 部  部

大 白 小 軽 刑 若 日

部 部 部 部 部 部 部

神 神 神

人   僣

直 部

伊
場
木
簡

浜
名
郡
輸
租
帳五

正
倉
院
調
布
銘
　
一

平
城
宮
跡
木
簡

伊
場
墨
書
土
器

九 五 四 一

※平安時代の墨書土器「海部」と「参長部」

の 2例を除 く
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挿図第 4 古代の浜名湖推定図

第 V 類 第 Ⅳ 類 第

若
　
倭
　
部

若
　
倭

若
　
口
日
国

伊
　
福
　
部

間
　
人
　
部

肥
　
人
　
部

□
　
木
　
部

竹
　
田

草
　
良
　
臣

五

十

戸

造

土 山 漆 津 爪 麻 三 語 玉 敢 石 海

師   守 工 続 使  作 石

部 部 部 部 部 部 部 部 部 部 部 部

和

函

神

人

和
誦
神
人
部

一 七 一 一 一 一

一    四
一 八 二 一 三 四 三 一  二 一  四

伊
場
墨
書
土
器
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大
化
改
新
以
後
、
い
わ
ゆ
る
部
民
制
と
呼
ば
れ
る
社
会
組
織
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
人
名
に
は
そ
れ

が
残
さ
れ
た
た
め
、
奈
良
時
代
の
戸
籍

・
計
帳
の
類
を
主
と
し
た
文
献
に
残
さ
れ
て
い
る
人
名
を
手

が
か
り
に
、
大
化
前
代
の
社
会
組
織
の
研
究
を
進
め
た
り
、
地
域
史
研
究
に
利
用
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
。

浜
名
湖
周
辺
に
関
し
て
は
、　
こ
れ
ま
で

『
浜
名
郡
輸
租
帳
』

と
い
う
有
力
な
史
料
が

あ

っ
た
た

め
、
こ
れ
を
素
材
と
し
て
、
多
く
の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
き
た
。
最
近
で
も
、
大
山
誠

一
氏

（大
山

一
九
七
五
）
の
意
欲
的
な
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
輸
租
帳
の
分
析
は
こ
れ
を
参
考

す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
伊
場
木
簡
に
残
さ
れ
た
人
名
を
取
り
上
げ
よ
う
と
思
う
。

人
名
に
は
部
姓
を
つ
け
た
も
の
が
大
勢
を
占
め
る
が
、
こ
れ
を
分
類
す
る
と
五
群
に
分
つ
こ
と
が

で
き
る
。
第
Ｉ
群
は
大
王
家
直
属
の
部
民
、
名
代

。
子
代
の
民
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
日
下
部

と
若
日
下
部
は
、
仁
徳
天
皇
の
皇
子
女
の
た
め
に
、
刑
部
は
允
恭
天
皇
の
大
后
、
忍
坂
之
大
中
津
比

売
命
の
た
め
に
、
軽
部
は
允
恭
天
皇
の
木
梨
之
軽
太
子
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
名
代

。
子
代
と
し
て

定
め
た
こ
と
が
、
『古
事
記
』
や

『
日
本
書
紀
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
『
輸
租
帳
』
に
も
日
下
部
が

み
え
、
別
に
、
小
長
谷
部

（武
烈
天
皇
の
名
代
）
、
白
髪
部

（清
寧
天
皇
の
名
代
）
の
例
も
あ
る
が
、

若
日
下
部
、
刑
部
、
軽
部
は
み
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
名
代

。
子
代
は
、
小
長
谷
部
が
六
世
紀
初
頭
の

設
置
と
考
え
ら
れ
る
他
は
、
い
ず
れ
も
五
世
紀
代
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
、
ほ
ぼ
史
実
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

第
工
群
は
、
大
豪
族
の
部
曲
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
委
商
部
は
和
迩
氏
の
部
曲
と
み
ら
れ
、

通
常

「丸
部
」
と
か

「
和
麺
部
」
と
書
く
が
、
伊
場
木
簡
で
は
こ
の
字
を
用
い
て
い
る

。
□
商
部
も

委
商
部
ら
し
い
。
和
適
氏
は
葛
城
氏
と
並
ん
で
、
五
世
紀
代
に
勢
を
得
て
早
く
分
解
し
て
し
ま

っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
伴
部
は
大
伴
氏
の
部
曲
で
、
大
伴
氏
は
雄
略
朝
ご
ろ
か
ら
拾
頭
し
始
め
、
継

体
朝
に
お
い
て
大
い
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
豪
族
で
あ

っ
た
が
、
欽
明
朝
で
失
脚
し
た
。
六
世
紀
前
半

代
に
有
力
な
氏
族
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

物
部
氏
と

蘇
我
氏
は
、

継
体
朝
ご
ろ
か
ら
拾
頭
し
始

め
、
物
部
氏
は
崇
峻
朝
に
お
い
て
蘇
我
氏
と
争
い
没
落
し
た
あ
と
、
蘇
我
氏
が
大
化
改
新
時
ま
で
全

盛
期
を
迎
え
た
。

伊
場
木
簡
に
は
、
物
部
の
例
は
な
い
が
、

平
城
宮
木
簡
に
二
例
を
認
め
る
。
「
ソ

ガ
ベ
」
に
つ
い
て
は
、
『輸
租
帳
』
で
は

「
宗
宜
部
」
と
書
き
、
伊
場
木
簡
と
墨
書
土
器
に
も

屋
不
宜

部
」
の
例
は
あ
る
が
、
「宗
我
」
、
Ｅ
不
何
」
、
逐
不
可
」
、
「
宗
函
」
、
「蘇
可
」
、
な
ど
と
書
い
て
い
る
。

合
せ
て
九
例
を
認
め
、
大
伴
部
三
例
、
物
部
二
例
な
ど
と
比
べ
て
や
は
り
多
い
。
君
子
部
は
、
東
日

本
に
分
布
が
偏

っ
て
お
り
、
上
毛
野
に
支
配
権
を
握

っ
て
い
た
上
毛
野
君
の
部
曲
と
推
定
さ
れ
る
。

第
Ⅲ
群
は
、
神
と
い
う
字
を
合
み
、
伊
勢
神
宮
に
関
係
の
あ
る
部
民
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
神
麻
績
部
と
神
人
部
各

一
例
づ
つ
あ
る
が
、
神
人
部
は
習
書
の
中
に
見
出
さ
れ
た
。
『輸
租
帳
』

で
は
、
こ
の
他
、
神
直
―
神
人
―
神
人
部
と
か
、
和
商
神
人
―
和
雨
神
人
部
と
い
っ
た
よ
う
な
、
重

層
構
造
も
知
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

「
人
制
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の

一
種
で
あ
る
。
人
制
と
い
わ

れ
る
制
度
は
、
直
木
孝
次
郎
氏
に
よ
る
と
工
世
紀
末
頃
か
ら
発
達
し
、
神
人
は
六
世
紀
中
葉
に
成
立

す
る
と
さ
れ
て
い
る

（直
木

一
九
五
八
）
。

第
Ⅳ
類
は
、
品
部
と
い
わ
れ
る
部
民
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
職
業
部
で
あ

っ
て
、
海
部
、
石
部
、
敢

石
部
は
漁
粉
集
団
と
し
て
、　
玉
作
部
は

玉
作
集
団
と
し
て
、

中
央
の
伴
造
の
支
配
下
に
組
み
込
ま

れ
、
そ
の
生
産
物
を
貢
納
す
る
と
い
う
形
で
収
取
体
系
の

一
裁
を
な
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
始
し
て
、
語
部
と
二
使
部
は
、
中
央
の
官
司
に
隷
属
し
、
語
部
君
と
か
語
部
首
な
ど
と
称
す

る
伴
造
に
従

っ
て
、
宮
中
に
番
上
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
井
上
光
貞
氏
は
前
者
を
Ａ
型
、

後
者
を
Ｂ
型
と
し
て
、
そ
の
成
立
過
程
を
と
お
し
て
、
部
民
制
の
問
題
を
体
系
づ
け
た

（井
上
光
貞

一
九
四
八
）
。
こ
の
Ａ
型
の
部
の
設
置
は
、　
か
な
り
古
い
時
期
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
、

石
部
や
敢
石

部
に
つ
い
て
、
大
山
誠

一
氏
は
五
世
紀
中
葉
頃
と
推
定
し
て
い
る
（大
山

一
九
七
五
）
。　
一
方
の
語
部

に
つ
い
て
は
、
上
田
正
昭
氏
の
研
究

（上
田

一
九
七
三
）
が
あ
り
、
出
雲
国
に
多
い
語
部
集
団
を
例

と
し
て
、
宮
中
に
奉
仕
す
る
国
誦
集
団
と
は
別
に
、
地
方
語
部
と
も
称
す
べ
き
口
誦
集
団
を
推
定
さ

れ
た
。
大
山
誠

一
氏

（大
山

一
九
七
五
）
は
、
こ
れ
を

『輸
租
帳
』
に
登
載
さ
れ
て
い
る
語
部
に
も

適
用
し
て
、
彼
等
が
、
浜
名
湖
付
近
に
勢
力
を
得
た
、
国
造
層
や
国
造
の
奉
斎
す
る
神
を
主
体
に
し

た
国
づ
く
り
讃
歌
を
、
日
誦
す
る
集
団
で
あ

っ
た
と
推
定
し
、
地
方
の
首
長
層
と
し
て
は
共
同
体
内

部
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
支
配
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
伝
承
を
宮
廷
に
報
告
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
宮
廷
と
の
結
び
つ
き
を
保
と
う
と
し
た
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
地
方
支
配
者
と
し
て
の
地
位

を

一
層
強
化
し
た
と
考
え
た
。
そ
し
て
そ
の
地
方
語
部
の
設
置
は
、
神
人
と
い
う
人
制
機
構

へ
の
編

入
と
深
い
係
り
が
あ
る
と
し
て

六
世
紀
中
葉
以
後
と

推
定
し
て
い
る
。
『輸
租
帳
』
に
は
以
上
の
他

に
、
麻
績
部
、
爪
工
部
、
津
守
部
、
漆
部
、
山
部
、
土
師
部
な
ど
が
合
ま
れ
て
い
る
。

第
Ｖ
類
は
、
性
格
の
よ
く
判
ら
な
い
も
の
を

一
括
し
た
。
こ
の
内
、
伊
福
部
は

『
輸
租
帳
』
に
も

み
え
る
し
、

湖
北
の
引
佐
郡
に
は
、
『
和
名
抄
』
に
よ
る
と
伊
福
郷
も
存
在
し
て
い
た
。

佐
伯
有
清

氏
は
、

伊
福
部
を
火
吹
の
部
の
意
と
解
し
、
「
天
皇
の
食
鎖
を
煮
焚
す
る
職
」

に
あ

っ
た
も
の
と
し

て
い
る

（佐
伯

一
九
六
三
）
。
こ
の
他
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
に
ま
つ
こ
と
と
し
た
い
が
、
た
だ
、

若
倭
部
に
つ
い
て
は
、
総
数

一
一
九
名
と
い
う

『輸
租
帳
』
に
は
、　
一
例
も
な
い
の
に
、
伊
場
木
簡
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に
は
十
二
例
を
算
え
、
若
倭
と
若
口
口
を
加
え
る
と
十
四
例
に
な
る
の
は
、
注
目
す
る
必
要
が
あ
る

ンつ
。以

上
、

伊
場
木
簡
に
み
る
人
名
を
分
類
し
て
、

若
干
の
設
置
時
期
を
推
定
し
て
み
た
が
、

総
じ

て
、
『
輸
租
帳
』
の
部
民
構
成
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
『輸
租
帳
』
の
中

で
、
浜
名
湖
南
部
地
域
の
新
居
郷
と
北
部
地
域
の
津
築
郷
を
比
較
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
南
部
地
域

と
共
通
性
の
認
め
ら
れ
る
点
は
、
興
味
深
い
。
先
に
、
敷
智
郡
の
領
域
を
論
じ
た
際
の
問
題
に
も
か

ら
ん
で
注
意
し
て
お
き
た
い
。

Ｃ
　

駅
制
関
係
史
料

に

つ
い
て

伊
場
遺
跡
の
第
四
次
調
査
が
終
了
し
た
時
点
で
、
伊
場
遺
跡
の

一
角
に
、
駅
家
跡
を
想
定
し
た
こ

と
が
あ

っ
た

（浜
松
市
教
育
委
員
会

一
九
七
二
Ｂ
）
。
そ
の
論
拠
は
、
「栗
原
」
と
墨
書
さ
れ
た
土
器

の
存
在
だ
け
で
あ

っ
た
し
、
馬
の
頭
骨
や
骨
片
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
、
傍
証
と
す
れ
ば
で
き
た

程
度
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
第
六
次

・
第
七
次
の
調
査
を
進
め
る
過
程
で
、
駅
制
関
係
史

料
と
い
え
る
も
の
が
、
か
な
り
発
見
さ
れ
た
。
今
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
二
十

一
号
　
駅
□
人

第
二
十
七
号
　
駅
家
玉
作
部
程
日

第

〓
一
十

号
　
。
□
　
　
美
濃
関
向
京
於
佐
々
□
□
　
畑
諭
曜
即
姐

。
国
駅
家
　
宮
地
駅
家
　
山
豆
奈
駅
家
　
鳥
取
駅
家

第
五
十
二
号
□
広
麻
呂
九
東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一戸
主
若
倭
部
□
□
六

〔
若
力
〕

戸
主
□
倭
部
足
嶋
九
東

〔束
力
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
参
力
〕

□
知
麻
呂
甘
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一戸
主
□
函
部
刀
良

□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
主
日
日
□
繭
部
吉
麻
呂
廿
東

〔
ロ
カ
〕
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔
代
力
〕

□
□
依
戸
□
同
部
色
夫
知
四
束
　
　
口
日
―十
日
日
日
□
東
□
□
毛
牡
馬

〔鳥
麻
力
〕
　

〔
束
力
〕

馬
主
戸
主
宗
宜
部
□
□
日
回
□

〔
麻
力
〕

□
□
□
呂

第
五
十
六
号
　
栗
原
若
日
下
部
五
百
嶋

墨
書
土
器
　
　
栗
原

墨
書
土
器
　
　
馬
長

〔
嶋
”
〕

戸
主
若
倭
部
足
□
日
□

こ
の
内
、
第
二
十
七
号
と
第
五
十
六
号
の
木
簡
は

一
方
に

「
駅
家
」
、　
一
方
に

「栗
原
」

と
な

っ

て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
下
に
続
け
て
人
名
を
付
け
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
第
二
十

一
号
木
簡
で

は
、
「
駅
□
人
」
の
次
に
行
を
変
え
て
、
人
名
と
屋
椋
を
列
記
し
て
い
る
が
、

性
格
的
に
は
、

前
二

者
と
類
似
し
て
い
て
、
駅
家
も
し
く
は
、
駅
家
郷
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
と
も
解
せ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
三
点
の
木
簡
が
、
大
溝
か
ら
出
上
し
た
こ
と
を
も

っ
て
、
直

ち
に
伊
場
遺
跡
を
、
栗
原
駅
家
と
断
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
こ
を
郡
衛
跡
と

推
定
し
た
場
合
に
は
、
先
に
み
た
地
名
記
載
の
木
簡
の

一
例
と
把
え
、
郡
内
各
地
か
ら
集
ま

っ
て
き

た
木
簡
の
中
に
、
駅
家

（郷
）
所
属
の
も
の
が
入

っ
て
い
た
と
み
る
方
が
、
よ
り
自
然
か
も
知
れ
な

い
。第

二
十
二
号
木
簡
に
は
、
戸
主
の
上
に

「
馬
主
」
と
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
馬
主
の
意
味
を
、
文

字
通
り
所
有
権
を
示
す
用
語
と
解
す
る
と
、
こ
の
地
域

一
帯
に
民
間
飼
養
馬
が
、
か
な
り
い
た
こ
と

に
な
ろ
う
し
、
そ
の

一
部
が
官
馬
に
替

っ
て
、
駄
賃
を
と

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
、
こ

の
木
簡
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、　
九
東
と
か
廿
東
と
い
う

数
字

は
、
当
時
と
し
て
は
決
し
て
少
な
い
数
で
は
な
い
し
、
馬
の
毛
の
色
や
性
別
ま
で
明
記
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ

っ
て
、
こ
れ
は
、

官
馬
ら
し
い
感
じ
が
す
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
『
伊
場
遺
跡
出
土
文

字
集
成

（
概
報
）
二
嘩
（浜
松
市
遺
跡
調
査
会

一
九
七
三
Ａ
）
に
お
い
て
は
、
『
厩
牧
令
』
に

「
毎
馬

各
令
工中
中
戸
養
飼
こ

と
規
定
さ
れ
て
い
る
、
駅
馬
の
飼
養
責
任
者
を
、
こ
の
木
簡
に
列
挙
し
て
あ

る
と
い
う
解
釈
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
に
対
し
て
も
、
駅
馬
に
限
定
す
る
根
拠

は
な
い
し
、
伝
馬
で
あ

っ
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

第
二
十
号
木
簡
は
、
表
に
美
濃
関
を
経
て
京

へ
向
う
こ
と
が
記
さ
れ
、
裏
に
そ
の
途
中
の
経
過
駅

名
を
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
駅
名
か
ら
し
て
、
三
河
国
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
先
は
記
載

が
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
三
河
国
鳥
取
駅
ま
で
の
過
所

（
通
行
証
明
書
）
で
は
な
い
か
と
い
え
そ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
『
公
式
令
』
過
所
式
に
定
め
る
よ
う
な
書
式
に
は
な

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

過
所
式
に
は

「
渡
行
の
理
由
、　
ど
の
関
を
越
え
て
ど
の
国

へ
行
く
か
、

官
位
姓
名
、
年
令
、

本

属
、
従
人

（
百
姓
の
場
合
は
某
国
郡
里
人
、
姓
名
年
令
）
、
奴

・
婢
の
名
、

携
行
品
、　
馬
牛
匹
数
特

徴
、
年
月
日
、

所
司
の
許
可
な
ど
」
（奈
文
研

一
九
七
五
参
照
）
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

定
め
て
あ
る
。
平
城
宮
跡
で
み
つ
か

っ
た
過
所
木
簡
に
は
、
ほ
ぼ
こ
の
書
式
ど
お
り
の
文
言
が
み
ら

れ
る
。
し
て
み
る
と
、
第
二
十
号
木
簡
は
正
式
の
過
所
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

過
所
を
発
行
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
百
姓
は
そ
の
本
部
官
司
で
あ
る
郡
司
に
、
宮
人
の
場
合
は
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本
司
に
そ
れ
ぞ
れ
申
請
著
を
出
し
て
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
時
は
、
そ
れ
を
国
司
や
京
職
に
申
送
し

て
、
決
裁
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
地
方
に
あ

っ
て
過
所
符
の
発
行
権
を
も

っ
て
い
た
の
は
、
国
司
で
あ
り
、
そ
の
前
に
郡
司
の
勘
査
を
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
過
所
符

は
霊
亀
元
年
ま
で
は

「随
レ
便
用
工竹
木
Ｌ

こ
と
を
認
め
て
い
た
が
、　
こ
れ
よ
り
以
後
は
、　
過
所
符

に
国
印
を
押
す
こ
と
に
改
め
た
た
め
、
佑
木
の
使
用
を
禁
じ
て
、
紙
に
書
く
こ
と
に
な

っ
た

（奈
文

研

一
九
六
九
）
。
第
二
十
号
木
簡
は
、
そ
の
年
代
を
、
本
書
の
九
頁
で
論
じ
た
よ
う
に
、　
霊
亀
元
年

か
ら
神
亀
三
年
ま
で
の
間
に
求
め
得
る
と
す
る
と
、
公
式
に
は
過
所
木
簡
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
を
過
所
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
木
簡
が
、
過
所
式
に
は
な
い

書
式
で
書
か
れ
、
京
に
向
う
と
し
な
が
ら
、
駅
名
は
三
河
止
り
で
あ

っ
た
り
、
東
海
道
経
由
な
ら
当

然
鈴
鹿
関
を
通
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
美
濃
関
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
理
解
し
に
く

い
内
容
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
上
記
の
よ
う
な
事
情
に
も

一
因
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
木
簡
が
、
伊
場
遺
跡
の
大
溝
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
付

近
に
栗
原
駅
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
か
な
り
有
力
に
な

っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

駅
制
関
係
の
木
簡
は
、
以
上
の
五
点
で
あ
る
が
、
他
に
墨
書
土
器
の
中
に
有
力
な
史
料
が
二
点
あ

る
。　
一
方
は

「
栗
原
」
、
も
う

一
方
は

「
馬
長
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
栗
原
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

駅
名
で
あ
る
が
、
馬
長
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
駅
長
の
略
と
も
思
え
な
い
が
、
駅
馬
も
し
く
は
伝
馬

に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
木
簡
は
、
も
と
も
と
文
書
と
し
て
移
動
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
墨
書
土

碁
が
、
使
用
し
て
い
た
場
所
か
ら
遠
く

へ
運
ば
れ
て
投
棄
さ
れ
る
場
合
は
、
よ
ほ
ど
特
殊
な
例
外
と

い
う
べ
き
で
あ

っ
て
、
使
用
場
所
の
近
く
に
廃
棄
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
栗

原
駅
の
位
置
を
考
え
る
場
合
に
は
、
木
簡
よ
り
も
む
し
ろ
墨
書
土
器
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

従
来
、

栗
原
駅
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
「
引
摩
」
も
し
く
は

「
門
摩
」
の
駅
と
の
関
連
で
、

篠
原

町
付
近
に
比
定
す
る
説

（
浜
松
市

一
九
六
八
）
が
、
有
力
で
あ

っ
た
が
、
以
上
に
示
し
た
伊
場
遺
跡

出
上
の
駅
制
関
係
史
料
の
発
見
に
よ

っ
て
、

も
う
少
し
東
側
、

伊
場
遺
跡
の
近
く
に
比
定
す
る

説

が
、
有
力
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

伊
場
木
簡
の
中
に
は
、
第
二
号
の
よ
う
に
、
千
支
年
号
の
確
定
次
第
で
は
、
日
本
古
代
史
の
大
問

題
に
も
発
言
権
を
も
つ
よ
う
な
史
料
も
合
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
浜
松
と
い
う
地
域
史
を
構

成
し
て
行
く
上
で
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
。
基
本
的
な
整
理
を
し
て
み
た
次
第
で
あ

２や
。

参

考

文

献

内
山

一
七
九
九

一
内
山
真
竜

『
遠
江
国
風
上
記
伝
』
（寛
政
十

一
年
完
成
、
昭
和
十
年
刊
本
）

井
上

一
九
四
八

【
井
上
光
貞

『
日
本
古
代
史
の
諸
問
題
』
（
昭
和
四
十
七
年

一
月
二
十
日
再
版
）

国
大

一
九
五
三

中
国
学
院
大
学
伊
場
遺
跡
調
査
隊
編

『
伊
場
遺
跡
』
（九
月

一
日
）

直
木

一
九
五
八

中
直
木
孝
次
郎

『
日
本
古
代
国
家
の
構
造
』
（十

一
月

一
日
）

佐
伯

一
九
六
三

【
佐
伯
有
清

『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
研
究
編

（
四
月
十
五
日
）

浜
松
市

一
九
六
八

【
浜
松
市
役
所

『
浜
松
市
史
』

一

（
二
月
二
十

一
日
）

浜
教
委

・
遠
考
研

一
九
六
九

一
浜
松
市
教
育
委
員
会

。
遠
江
考
古
学
研
究
会

「
伊
場
遺
跡
予
備
調
査

の
概
要
」

奈
文
研

一
九
六
九

【
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
宮
跡
木
簡
』

一
解
説

（
十

一
月
二
十
五
日
）

浜
松
市
遺
跡
調
査
会

一
九
七

一
Ａ

一
『
伊
場
遺
跡
第
二
次
発
掘
調
査
概
報
』
０
一月
十
日
）

浜
松
市
遺
跡
調
査
会

一
九
七

一
Ｂ

一
『
伊
場
遺
跡
出
土
文
字
集
成

（
概
報
送

（十
二
月
二
十
五
日
）

浜
松
市
遺
跡
調
査
会

一
九
七
二
Ａ

一
『
伊
場
』
第
四
次
調
査
月
報
１
１
６
合
本

浜
松
市
遺
跡
調
査
会

一
九
七
二
Ｂ

中
『
伊
場
遺
跡
第
四
次
発
掘
調
査
の
成
果

（要
旨
匿

（
二
月
二
十

九
日
）

舞
阪
町
教
委

一
九
七
二

】
舞
阪
町
教
育
委
員
会

『
浜
名
湖
弁
天
島
海
底
遺
跡
』
３
一月
二
十
日
）

上
田

一
九
七
三

一
上
田
正
昭

『
日
本
古
代
国
家
論
究
』
（
五
月
十
日
）

岸

一
九
七
三

【
岸
俊
男

『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
（
五
月
二
十
五
日
）

浜
松
市
遺
跡
調
査
会

一
九
七
三
Ａ

【
『
伊
場
遺
跡
出
上
文
字
集
成

（概
報
）
二
』
（十

一
月
二
十
日
）

浜
松
市
遺
跡
調
査
会

一
九
七
三
Ｂ

一
『
伊
場
遺
跡
第
五
次
発
掘
調
査
概
報
』
０
一月
十
日
）

奈
文
研

一
九
七
五

中
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
平
城
宮
木
簡
』
二
盆

月
二
十
五
日
）

大
山

一
九
七
五

中
大
山
誠

一
「
大
化
前
代
遠
江
国
浜
名
郡
の
史
的
展
開
」

『
日
本
歴
史
』

第
二
二

一

号

全

月

百

）

浜
松
市
遺
跡
調
査
会

一
九
七
五

中
『
伊
場
遺
跡
第
六

・
七
次
発
掘
調
査
概
報
』
０
一月
二
十
五
日
）

坂
本

一
九
七
五

一
坂
本
太
郎

「
伊
場
遺
跡
雑
考
」

『
伊
場
遺
跡

第
六

・
七
次
発
掘
調
査
概
報
』

０
二

月
二
十
五
日
）
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第

　

一
　

号

第
　
一
一　
号

第
　
一二
　
号

A

木

簡

□
□
□
　
　
己
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（５

じ
×
ω
絶
×
９
ト

Ь

・
面
韻
ω
卜巾

半
□
　
　
　
□
□
□

Ｏ
Ｈ
・
Ｏ
Ｉ
両
地
点
い
ず
れ
と
も
つ
け
か
ね
る
位
置
の
、
大
溝
中
央
部
Ⅶ
層
か
ら
出
上
し
た
。
Ⅶ
層
出
上
の
上
器
群
は
、
須
恵
器
第
Ⅲ
期
後
葉
と
第
Ⅳ
期
前
半
の
も
の
を
混
在
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
木
簡
の
年
代
は
、
須
恵
器
第
Ⅳ
期
前
半
と
す
る
他
な
い
。
つ
ま
り
、
現
状
で
は
伊
場
遺
跡
最
古
の
木
簡
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
読
め
な
い
。
第
二
号
木
簡
と
と
も
に
、
須
恵
器
の

年
代
観
に
も
影
響
す
る
の
で
、
な
お
充
分
検
討
し
よ
う
と
思
う
。

□
□
□
口
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（や
ド
・
じ
×
０

じ
×
ｏ
～

ｇ
具
力
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
］
ｏ
一コ
聯覗
〇〕
前�

□
文
里
百
十

Ｏ
Ｉ
地
点
の
Ｖ
層
よ
り
下
位
か
ら
出
上
し
た
。
層
位
的
に
み
て
、
伊
場
木
簡
中
最
古
の
グ
ル
ー
プ
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
木
簡
と
同

一
レ
ベ
ル
か
ら
採
集
さ
れ
た
土
碁
群
は
、
遠
江
で
第
Ⅳ
型

式
と
い
わ
れ
る
須
恵
器
を
主
体
と
し
て
い
る
。
「衰
文
」
は

『
和
名
抄
』
の

「雄
踏
郷
」
の
こ
と
か
。

・
□
□
年
□
月
生
十

日
柴
江
五
十
戸

人
　
若
日
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（部

じ
×
中
Ъ
×
ｏ
あ

さ

。
面
削
ω
Φ巾

・
日
□

□

三
百
汁
束
□
□
□
□
□

線
路
に
ご
く
近
い
大
溝
東
縁
Ａ
ｌ５
ｄ
Ｓ
区
か
ら
発
見
し
た
。
奈
良
時
代
層

（
Ｖ
層
）
を
完
掘
し
、
さ
ら
に
古
墳
時
代
層
へ
掘
り
進
め
た
と
こ
ろ
、
こ
の
部
分
に
だ
け
青
色
の
緻
密
な
粘
土
層
が

あ
り
、
木
簡
は
そ
の
中
に
合
ま
れ
て
い
た
。
土
器
が
出
上
し
な
か
っ
た
の
で
、
編
年
的
位
置
は
確
定
で
き
な
い
が
、
八
世
紀
に
は
下
ら
な
い
。
七
世
紀
後
半
と
推
定
し
得
よ
う
。

こ
の
本
簡
に
つ
い
て
は
、
狩
野
久
氏
の
解
説
を
い
た
だ
い
た
。
「表
の
最
初
の
二
字
の
読
み
に
つ
い
て
、
今
回
は

一
応
空
白
の
ま
ま
に
の
こ
し
、
右
傍
に
可
能
性
の
高
い
推
定
の
文
字
を
付
し

た
。
原
物
及
び
赤
外
線
写
真
に
よ

っ
て
、
二
文
字
の
墨
痕
を
示
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
「茉
こ
」
。
第

一
字
は
、
右
半
の
み
墨
痕
を
の
こ
し
左
半
は
殆
ど
梢
え
て
い
る
が
、
赤
外
線
写
真
に

よ
っ
て
、
左
半
に
も
、
右
半
の
横
棒
に
つ
な
が
る
墨
痕
が
か
す
か
に
看
取
で
き
る
。
文
字
の
中
心
の
縦
棒
は
明
瞭
で
あ
り
、
数
本
あ
る
横
棒
の
筆
順
を
追
う
と
、
文
字
の
下
半
部
は

「羊
」
と
な

ろ
う
か
。
こ
れ
が
下
の
一
字
と
あ
わ
せ
て
、
千
支
年
号
を
表
記
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
と

「辛
」
が
こ
れ
に
も

っ
と
も
近
い
文
字
に
な
ろ
う
。

但
し
こ
れ
を

「辛
」
と
確
定
で
き
な
い
難
点
も
あ
る
。
「辛
」
は

「
立
」
の
下
に

「十
」
、
ま
た
は
古
代
の
具
体
で
は
多
く

「キ
」
を
書
く
の
で
あ
る
が
、
「十
」
と
す
れ
ば
、　
そ
の
縦
棒
が
立

ま
で
つ
き
ぬ
け
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
、
異
例
で
あ
り
、
ま
た
も
し
下
が

「
＋
」
と
す
れ
ば
、
上
の

「
立
」
の
墨
痕
が
た
ど
り
に
く
い
の
で
あ
る
。

第
二
字
日
は
、
字
形
か
ら

「
巳
」
に
近
い
が
、
第
二
画
が
下
に
お
り
て
し
ま

っ
て
い
て
、
第
二
画
へ
の
筆
の
運
び
が
不
自
然
で
あ
る
。
あ
る
い
は

「
丑
」
か
と
も
お
も
わ
れ
る
が
、
最
後
の
横

画
が
長
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
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第
　
四
　
号

第
　
五
　
号

第
　
一ハ
　
号

第
　
七
　
号

第
　
八
　
号

も
し
推
定
の
読
み
の
よ
う
に
、
こ
れ
が

「
辛
巳
」
と
す
れ
ば
、
天
武
天
皇
十
年

（
六
八

一
年
）
に
あ
て
る
の
が
妥
道
と
お
も
わ
れ
る
が
、
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
木
簡
は
、
伊
場
木
簡
の
な
か
で

最
古
の
も
の
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
内
容
的
に
も

「
柴
江
五
十
戸
人
」
と
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
同
時
点
で
五
十
戸
編
成
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
資
料
に
な
る
。
し
か
し
、
上
記

の
二
文
字
が
現
在
充
分
に
判
読
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
木
簡
に
よ
る
上
記
の
よ
う
な
立
論
は
、
慎
し
む
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、

月
生
と
は
朔
の
意
で
あ
る
。
（
東
野
治
之

一
天
智
紀
に
み
え
る

「
月
生
」
の
語
に
つ
い
て
」
『万
葉
』
第
８．
号
）
。

な
お
、
第
二
号
、
第
二
十
号
木
簡
に
つ
い
て
は
、
岸
俊
男

（京
大
教
授
）
、
田
中
稔

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
歴
史
研
究
室
長
）
の
両
氏
に
も
、

原
物
に
つ
い
て
判
読
し
て
頂
い
た
。

両
氏

に
は
種
々
ご
教
示
に
預
る
こ
と
が
多
か

っ
た
こ
と
を
記
し
て
、
謝
意
を
表
す
る
。
両
氏
の
読
み
に
つ
い
て
細
か
く
注
記
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
第
二
号
木
簡
の
問
題
の
二
文
字
に
つ
い
て
は
、

両
氏
と
も
慎
重
な
ご
意
見
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
」

・
己
丑
年
八
月
放
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（耳

じ
×
ぃ
も
×
ｏ
～

Ь

。
面
糾
卜
∞
岬

。
二
万
千

三
百
廿
日

線
路
近
く
の
大
溝
西
縁
に
接
し
て
出
土
し
た
。
Ｗ
層
下
位
に
合
ま
れ
る
が
、
伴
出
し
た
土
恐
は
、
こ
の
木
簡
の
年
代
に
及
ば
な
い
。
上
端
は
完
結
す
る
が
、
下
端
は
故
意
に
切
れ
目
を
入
れ
て

折
り
取

っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
己
丑
年
は
、
持
統
天
皇
二
年
に
当
り
、
西
暦
六
八
九
年
で
あ
る
。
己
丑
年
八
月
と
い
え
ば
、
六
月
に
、
い
わ
ゆ
る
飛
鳥
浄
御
原
令
が
発
布
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、

潤
八
月
に
は
、
造
戸
籍
の
詔
が
出
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
の
数
字
は
下
部
欠
失
の
た
め
、
何
を
算
え
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
数
の
多
い
点
は
注
目
さ
れ
る
。

□
日

――

――
□

□
百
七
十
六
束
代
又
江
田
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞
・
じ
×
］
ふ
×
ｏ
あ

六
ヽ

じ
×
〕
～
×
ｏ
あ

る

。
面
削
式
帥

線
路
に
近
い
大
溝
西
縁
近
く
か
ら
出
土
し
た
。
Ｖ
層
下
位
に
属
し
、
古
い
と
み
ら
れ
る
。
上
端
完
結
す
る
が
、中
間
の
部
分
と
下
端
を
欠
失
し
て
い
る
。
学
界
で
議
論
の
分
か
れ
て
い
る
「代
」

の
用
法
に

一
例
を
加
え
た
。（

五
十
戸
人
力
〕

・
　
　
　
　

竹

田
□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃ
『
ｋ
×
〕
Φ
×
９
釦

超

。
罰
削

Ｎ
巾

・
□
□
□
□
　
□
□

（里
力
〕

第
十
号
の
近
く
で
、
よ
り
下
層
か
ら
出
上
し
た
。
全
面
的
に
か
な
り
風
化
し
て
い
る
が
、
完
形
で
あ
る
。
先
に
刊
行
し
た

『
伊
場
遺
跡
出
土
文
字
集
成
』
で
は
表
を

「
竹
田
□
□
□
」
と
読
ん

で
い
た
が
、
そ
の
後
赤
外
線
に
よ

っ
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
「
五
十
戸
人
」
と
読
め
る
こ
と
が
判

っ
た
。
「
五
十
戸
人
」
の
用
例
が
第
二
号
に
次
い
で
二
例
と
な

っ
た
が
、
年
紀
は
不
明
で
あ
る
。

辛
卯
年
十

二
月
新
井
里
人
宗
我
部

一日
日
日
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（評

２

×
Ю
も
×
ｏ
岳

８

・
面
削
ド
【
巾

Ｏ
Ｅ
地
点
の
大
溝
南
縁
に
近
い
Ｖ
層
の
下
位
か
ら
出
土
し
た
。
下
端
は
故
意
に
折
り
取

っ
た
形
跡
が
あ
る
。
こ
の
木
簡
で
は
墨
を
使

っ
て
い
な
い
ら
し
い
。
取
り
上
げ
た
直
後
に
は
、
白
い
え

の
ぐ
の
よ
う
な
も
の
が
付
着
し
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
と
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
字
画
だ
け
が
も
り
あ
が
っ
て
お
り
、
か
つ
板
面
と
ち
が
っ
た
色
あ
い
を
示
し
て
い
る
の
で
、
字
体
は
か
な
り
鮮

明
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
辛
卯
年
は
、
持
統
天
皇
五
年

（六
九

一
年
）
に
道
り
、
藤
原
宮
造
営
前
で
あ
る
。
年
紀
↓
里
人
↓
人
名
と
い
う
書
式
は
、
藤
原
宮
木
簡
と

一
致
し
て
お
り
、
こ
の

時
期
に
地
方
制
度
も
か
な
り
整

っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
新
井
里

（新
居
郷
）
は

『
天
平
十
二
年
浜
名
郡
輸
租
帳
』
に
よ
れ
ば
浜
名
郡
に
属
し
て
い
る
が
、
本
木
簡
に
よ

り
、
持
統
朝
す
な
わ
ち
大
宝
令
前
に
お
い
て
は
、
敷
智
評
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

乙
未
年
十
月
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ω
・
じ
×
囀
～
×
ｏ
・研

Ｓ

。
面
削
Ю
中
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第
　
九
　
号

第
　
十
　
号

第

十

一
号

第

十

二

号

Ｏ
Ａ
地
点
の
貝
塚
Ａ
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
発
見
し
た
。
乙
未
年
は
持
統
天
皇
九
年

（六
九
五
年
）
に
当
り
、
藤
原
京
遷
都
の
翌
年
で
あ
る
。
上
端
完
結
、
下
端
折
損
、
切
り
込
み
が
あ
る
。

乙
未
年
入
野
里
人
君
子
部
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（５

じ
×
〕
∞
×
９
釦

留

・
面
削
ａ
中

Ｏ
Ｄ
地
点
の
枝
溝
出
口
付
近
か
ら
出
上
し
た
。

Ⅵ
層
上
面
に
流
入
し
た
有
機
粘
土
層
か
ら
、
第
Ⅳ
期
後
半
の
須
恵
器
に
伴
出
し
た
。

乙
未
年
は
、
第
八
号
木
簡
と
同
じ
く
、
持
統
天
皇
九
年

（六
九
五
年
）
に
当
る
。
こ
れ
で
干
支
に
よ
る
年
紀
を
も
つ
例
が
、
五
例
に
な
っ
た
。
年
紀
↓
里
人
↓
人
名
と
い
う
書
式
は
、
第
七
号
木
簡
と
共
通
し
て
お
り
、
藤
原
宮
木
簡
に
も
例
が
多
い
。

君
子
部
に
つ
い
て
は
遠
江
国
秦
原
郡
人
で
君
子
部
真
塩
女
と
い
う
女
性
が
、　
一
度
に
三
男
を
産
ん
で
大
税
二
百
束
と
乳
母

一
人
を
賜

っ
た
こ
と
が
、
『続
日
本
紀
』

の
天
平
五
年
九
月
の
条
に
み

え
る
。
し
か
し
、
脩
内

・
山
田

ｏ
平
野
編

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
に
よ
る
と
、
君
子
部
は
陸
奥
や
常
陸
な
ど
の
東
国
に
多
く
分
布
す
る
。
そ
し
て
君
子
は
天
平
宝
字
元
年
に
吉
弥
候
と
改
め
た

と
い
う
が
、
吉
弥
候
部
も
陸
奥
国
に
多
い
。
吉
弥
候
部
の
中
に
は
、
上
毛
野
陸
奥
公
と
か
上
毛
野
名
取
朝
臣
な
ど
の
複
姓
を
賜

っ
た
例
が
多
い
。
こ
れ
を
み
る
と
、
君
子
部
や
吉
弥
候
部
は
、
上

毛
野
君
の
部
曲
で
あ

っ
た
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
こ
の
木
簡
に
記
す
君
子
部
某
は
、
お
そ
ら
く
君
子
部
の
西
限
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
か
っ
て
の
毛
野
の
勢
力
の
遠
江
に
及
ん
だ
こ
と
を
示

す
史
料
と
い
え
よ
う
。

竹

田
□
□
江
里
□
□
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
瀾
～
×
ド
ふ
×
９
ω

占

・
面
削
⇔
岬

Ｏ
Ａ
地
点
と
し
て
は
西
に
偏
し
た
部
分

（Ｏ
Ａ
Ｉ
）
の
南
縁
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
発
見
し
た
。
完
形
。
Ｖ
層
の
中
層
位
に
当
り
、
第
二
十
七
号
よ
り
深
い
。
『文
字
集
成
』
で
は
三
字
目
を
「郷

力
」
、
七
字
目
、
八
字
目
を

「戸
主
」
と
読
ん
だ
が
、
読
み
過
ぎ
の
き
ら
い
が
あ
る
の
で
、
本
報
告
書
で
は
不
明
と
し
て
お
く
。
な
お
九
字
目
以
降
は
削
り
と
ら
れ
て
い
る
。

（右
側
）
　

　

　

　

　

　

　

　

人
五
石
□
□
　
五
十

五
□
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（評

じ
×
命

じ
×
Ｏ

ｅ

瀞
革
耳

・
面
削
崖
中

□
又
□
八
又
□日| 1用羅

（左
側
）

Ｏ
Ｆ
地
点

（
Ａ
５‐
ｅ
）
の
大
溝
東
岸
近
い
Ｖ
層
最
下
層
か
ら
出
上
し
た
。
角
材
の
二
面
に
墨
書
し
た
も
の
。
右
側
に
は
数
字
が
左
側
に
は
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、

縦
横
に
刻
線
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
物
指
と
し
て
は
間
隔
が
乱
れ
て
い
る
。
文
字
を
記
す
た
め
の
罫
線
で
は
な
か
ろ
う
か
。

□
□

人
　
口

↓ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
　
　
　
　
　
□
□
□
□
□
□
□
男

口
大
　
奉
　
□
和
　

　

　

□

□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□
□

□
□

０
　
□
若
修
部
キ

ロ
奉
奉
奉
奉

謡

車
良
臣
大
初

我
我

我
我

神
人
部
務
酔

忍
　
　
　
　
　
　
「

剛
剛
剛
剛
団
Ⅷ

□
」

若

Ｏ
Ｆ
地
点

（
Ａ
ｌ５
ｅ
）
の
東
縁
に
近
い
Ｖ
層
の
最
下
層
、
Ⅵ
層
に
ほ
と
ん
ど
密
着
し
て
発
見
さ
れ
た
。
い
は
墨
が
薄
く
残
る
も
の
、
９
は
い
の
上
に
習
書
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
の
下
部
の

「
　
」
で
括

っ
た
部
分
は
、
異
筆
で
あ
り
、

墨
は
や
や
濃
く
残
る
が
、
削
り
取
ら
れ
た
部
分
が
多
い
。　
こ
れ
は
い
よ
り
も
前
に
書
か
れ
て
あ

っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

上
端
欠
失
、　
下
端
完

目|□1雲
営

□ 廣

□

昨
下
上

神
麻
績
部
真
虫
女

□
□
□
日
日
――
四

（釦〇
・
Φ
）
×
伽
・
Φ
）Λ
Ｏ
・
∞

〇
卜
・　
一コ
範覗
ド
Ю
揃
Ψ
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第

十

二

号

第

十

四

号

第

十

五

号

第

十

六

号

第

十

七

号

□
口
□

Ｏ
Ｄ
地
点
の
大
溝
南
縁
か
ら
出
土
し
た
。
縁
の
斜
面
に
当
る
か
ら
層
位
の
確
認
は
む
ず
か
し
い
が
、
Ｖ
層
の
下
半
相
当
と
み
ら
れ
る
。
冒
頭
の
回
田
里
は
、
疵
の
た
め
墨
痕
を
た
ど
り
得
な
い

の
が
残
念
で
あ
る
。
そ
の
下
は
不
明
で
、
そ
の
下
に
芳
が

「
反
」
と
な
る
の
は
、
「
坂
」
か
も
知
れ
な
い
。

里
名
を
列
記
し
た
帳
簿
の
よ
う
な
も
の
と
み
ら
れ
る
。

上
下
と
左
右
を
欠
失
す
る
。

（竹
日
力
〕

第

十

八

号
　
　
　
　
□
□
□
郷
長
里
正
等
大
郡
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（解

じ
×
卜
・
受

ド
Ь

釦
ｏ
・
面
韻
誤
中

枝
溝

一
区
と
呼
ぶ
ホ
２

ｏ
５
区
の
枝
溝
中
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
枝
溝
は
、
大
溝
か
ら
分
か
れ
て
東
北
方
向
へ
ま

っ
す
ぐ
延
び
て
い
る
。
内
部
の
堆
積
は
大
溝
内
と
似
か
よ

っ
て

い
て
、　
こ
の
木
簡
は
、
Ｖ
層

（奈
良
時
代
層
）
中
か
ら
発
見
し
た
。
郷
名
は
墨
が
お
ち
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
「竹
田
」
に
ほ
ば
ま
ち
が
い
な
い
。
里
正
は
、
養
老
五
年

（七
二
一
年
）
の

結
。
右
縁
に
五
か
所
切
り
込
み
が
あ
る
。
こ
の
形
状
は
木
簡
廃
棄
後
の
二
次
的
加
工
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

・
山
代
國
連

町
馬
食
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
岸Ъ
×
ド
∴
×
ｏ
こ

ビ

・
面
削
Ｓ
中

・
□
申

Ｏ
Ｆ
地
点

（
Ａ
ｌ５
ｅ
）
東
縁
に
近
い
Ｖ
層
の
最
下
層
か
ら
出
土
し
た
。
第
十

一
号
、
第
十
二
号
と

一
群
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
木
簡
の
文
字
は
線
刻
で
あ
る
。
裏
面
第

一
字
は
愚
、
己

と
あ

っ
て

「患
」
か

「急
」
か
、
ま
た
い
ず
れ
で
も
な
い
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
表
の
七
文
字
が
人
名
で
あ
る
か
ど
う
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
山
代
国
は
、
山
城
国
の
古
い
書
き
方
ら
し
い
が
、

出
土
層
位
も
こ
れ
と
矛
盾
し
な
い
。
折
れ
き
ず
は
あ
る
が
完
形
。

〔
三
使
力
〕

日
日
口
日
］
Ｈ
日
Ш
□
□
部
□
麻
呂
　
　
　
　
　
天
大
大
大
大
大
大
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
いう

釦
×
０こ
×
ドヽ

〔郡
力
〕
〔東
力
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
い
ｏ
一Ⅲ
鞘
渾
ω
前
一

敷
□
□
　
□
□
里
　
天
□
□

二
片
に
折
れ
て
い
て
、
下
半
部
は
Ｏ
Ｅ
地
点
の
西
は
ず
れ
、
大
溝
北
縁
に
近
い
地
点
の
Ｖ
層
中
位
か
ら
出
土
し
、
上
半
部
は
、　
そ
こ
か
ら
六
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
、　
Ｏ
Ｃ
地
点
か
ら
出
上
し

た
。
敷
□
郡
東
□
里
と
読
め
れ
ば
、
郡
名
を
記
し
た
唯

一
の
木
簡
で
あ
る
。
「□
□
部
□
麻
呂
」
の
部
分
は
、　
下
に
薄
く
墨
が
残

っ
て
い
る
。
ま
た
大
の
字
を
連
ね
て
習
書
と
思
わ
れ
る
部
分
も

あ
る
。
右
縁
に
七
か
所
切
り
込
み
を
入
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
木
簡
を
後
に
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（瀕
・９
×
０

じ
×
９
獣

〇
〇
・　
一Ⅲ
聯覗
ド
Φ前�

Ｏ
Ｅ
地
点
の
南
縁
寄
り
、
第
七
号
木
簡
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
出
上
し
た
。
上
下
左
右
と
も
割
口
を
見
せ
る
断
片
で
あ
る
。
末
尾
は
、
「寺
」
の
字
画
が
読
め
る
が
、
偏
の
有
無
が
判
ら
な
い
。

□
□
同
凹
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ω
・じ
ｘ
？

じ
×
ｏ
絶

六
『
・
じ
×
や
Ь
×
ｏ
・館

ｏ
い
ｏ
面
削
や
ｏ
申

Ｏ
Ｃ
地
点
の
西
寄
り
、
大
溝
西
縁
近
く
で
出
上
し
た
。
二
つ
の
断
片
に
な
っ
て
い
る
が
、
接
合
し
な
い
。
上
部
に
切
り
込
み
が
残
り
、
下
端
は
尖
ら
す
こ
と
は
判
る
。

（卜〇
・騨
）
〕×
（ド
・〇
）
一×
〇
・〇

。
□

田
里
　
剛

□
□

　
　
　
　
剛

日
舶
昨

一　
　
竹

田
里

　

　

団
剛
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
？

面
糾
遥
岬

□中
□□

□□
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「
下
総
国
葛
銃
郡
大
嶋
郷
戸
籍
」
に
、
二
人
の
里
正
の
寝
が
見
え
、
郷
里
制
下
の
里
の
長
を
い
う
。
し
た
が

っ
て
こ
の
木
簡
の
年
代
の
幅
も
限
定
で
き
、
郷
里
制
施
行
下
の
霊
亀
元
年
か
ら
天
平

十
二
年
ま
で
の
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
大
郡
は
戸
令
に
よ
れ
ば
廿
里
以
下
十
六
里
以
上
で
あ
る
。

第

十

九

号

第

二

十

号

第
二
十

一
号

回

一　
　
　
□

□
□
□
椋
一剛
犀
□

□
部
衣
依
屋

委
妹
部
足
結
屋

一

肥
人
部
牛
麻
呂
椋

一

委
本
部
長
椋
二

語
部
山
麻
呂
椋

一

濱
津
郷
□
□
子

二
人

枝
溝

一
区
か
ら
出
上
し
た
。
付
近
か
ら
は
祭
祀
遺
物
の
出
上
が
著
し
い
。
浜
津
郷
は
、
高
山
寺
本

『
和
名
抄
』
に
の
み
残
る
地
名
で
、

下
史
料
は
す
べ
て
浜
松
で
あ
る
。
こ
れ
で
浜
松
の
古
称
は
浜
津
で
あ

っ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
津
は
港
を
意
味
す
る
か
ら
、

い
。
先
端
を
僅
か
に
欠
く
が
、
完
形
。

□
□

Ｏ
Ｇ
地
点
、
大
溝
縁
に
付
い
て
出
上
し
た
。
Ｖ
層
と
し
て
は
最
下
位
に
属
す
る
。
こ
の
木
簡
は
、
細
枝
を
削

っ
て
墨
書
し
て
お
り
、
他
の
例
の
如
く
板
状
で
な
い
点
に
特
異
性
が
あ
る
。

□
　
　
　
　
日
Ｈ
日
回
　
　
　
　
　
□
□
□
ロ
　
　
　
　
　
　
ウ不
可
部
□
椋

一　
　
　
　
口
□
　
　
　
　
　
　
　
加
□
□

　
一
椋

一　
　
　
□
□
　
　
□
　
口
Ｈ
Ｈ
□

□
部
□
□
□

一
□
□
　
間
人
部
□
　
　
　
　
　
同
部
□
□
屋
　
　
　
　
　
日
下
部
□
木
椋
二
今
作
　
神
人
□
□
ロ
　
　
　
　
ウ不
何
部
伊
□
□
椋
　
　
□

・
　
□
□
　
　
　
□
□
□
□
□
　
□
部
龍
椋

一　
　
　
　
石
部
国
□
椋
　
　
　
　
　
ウ不
何
部
□
□
椋

一　
　
　
□
木
部
□
椋

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□
□
□

□
□
□
□
　
　
　
　
　
同
□
椋

一　
　
　
　
　
大
□
部
足
石
椋

一　
　
　
心不
□
□
□
□
□
椋

一　
　
□
□
□
□
椋
□
□

〕

□
□
□

宗
可
部
□
□
椋

一　
　
敢
石
部
角
椋

一

〇
Ｇ
地
点
の
白
層
と
な
る
木
簡
で
あ
る
。
現
長

一
一
六

・
五
、
最
大
中
六

。
二
、
厚
さ

一
・
○
セ
ン
チ
。
貝
層
Ｓ
の
北
側
で
、
大
溝
の
縁
に
寄
せ
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
状
態
で
出
上
し
た
。
Ｖ

層
中
位
に
合
ま
れ
て
い
た
の
で
、
八
世
紀
前
半
代
と
し
て
よ
い
の
だ
が
、

大
溝
の
縁
で
あ
る
た
め
、　
層
位
の
確
定
は
む
ず
か
し
い
。

下
端
は
完
結
し
て

一
孔
を
う
が
つ
。

上
端
は
欠
損
し
て
い

る
。
ま
だ
か
な
り
続
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
文
字
の
欠
損
状
態
か
ら
み
て
、
左
右
に
も
ま
だ
若
千
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
第
十
二
号
や
第
十
四
号
と
同
様
、
左
右
側
面
に
切
り
込
み
が
入

っ
て
い
る
。
切
り
込
み
の
部
分
が
磨
滅
し
て
い
る
こ
と
、
切
り
込
み
の
間
隔
全
体
の
長
さ
な
ど
か
ら
み
て
、
菰
編
み
の
台
に
転
用
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
別
に
糸
を
巻
き
、
順
次
糸

を
延
ば
し
な
が
ら
前
後
に
ふ
り
分
け
る
木
製
錘
も
出
土
し
て
い
る
。
表
の
最
下
段
の

「
語
部
小
君
椋

一
」
は
、　
一
度
書
い
た
も
の
を
削

っ
て
書
き
直
し
た
も
の
で
、
削
り
残
し
の
筆
画
が

一
部
残

っ
て
い
る
。

こ
の
木
簡
の
特
徴
は
、
三
な
い
し
五
行
に
わ
た
り
、
七
段
以
上
に
人
名
と
、
「
椋
」
ま
た
は

「
屋
」
の
数
量
を
記
載
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

平
均
四
行
と
し
て
、

表
裏
で
五
十
数
名
以
上
の
人

名
が
列
挙
さ
れ
、
ほ
ぼ
そ
の
数
相
当
の

「
屋
」
又
は

「
椋
」
が
記
載
さ
れ
て
い
た
計
算
に
な
る
。
さ
ら
に
、
上
と
左
右
に
続
い
て
い
た
ら
し
い
か
ら
、　
一
郡
全
体
の
屋
椋
を
記
載
し
て
あ

っ
た
こ

若
倭
部
小
人
屋

一　
　
　
語
部
□
支
□
屋

一

若
倭
部
八
石
椋

一　
　
　
同
小
麻
呂
椋

一
屋

一

五
十
戸
造
麻
久
□
椋
二
　
委
本
部
千
支
輻
椋

一

宗
本
部
□
□
屋

一　
　
　
委
本
部
酒
人
椋

一
屋

（Ю
ト
ド
）
×
〕
・
【
×
〇
・
伽
∽

伽
や
。
面
韻
や
０
中

流
布
本

『
和
名
抄
』
に
は
浜
松
郷
と
な

っ
て
お
り
、
以

浜
津
の
名
は
港
に
関
連
し
て
起

っ
た
も
の
か
も
知
れ
な

命
中
９
×
∩
・
じ

×
〕
∽

諜
耳

・
面
韻
占
巾

軽
部
軽
部
足
石
椋

一
屋

一　
蘇
可
部
□
男
椋

一
屋

一

語
部
小
衣
屋

一
椋

一

（江
力
〕

加
□
□
五
十
戸
人

語
部
小
君
椋

一

〔
宇
力
〕

口
旧
日
□
男
椋

一
□
□
□

駅
□
人

人

語
部
三
山
椋

一

□
□
□

語
部
□
古
椋

一

一

-21-



第
二
十
二
号

第
二
十
二
号

第
二
十
四
号

第
二
十
五
号

第
二
十
六
号

第
二
十
七
号

と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
仮
り
に

『
敷
智
郡
屋
椋
帳
』
と
で
も
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
木
簡
の
発
見
例
は
、
従
来
全
く
存
在
し
な
い
し
、
文
献
史
料
中
に
も
、

類
例
は
な
い
。
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
点
は
、
表
の
下
か
ら
三
段
目
第

一
行
に
、
「
騨
□
人
」
と
あ
る
こ
と
で
、

駅
は
い
う
ま
で
も
な
く
栗
原
駅
を
さ
す
と
い
え
よ
う
。

駅
の
次
の

一
字
は
、

一
見

「
評
」
の
字
に
見
え
る
が
、

狩
野
氏
の
ご
指
摘
で
は
評
と
読
ん
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
こ
と
、

「
郷
」
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
下
の
段
に
、

「加
□

□
五
十
戸
人
」
と
い
う
記
載
が
あ

っ
て
、
こ
れ
も
、
郷
名
を
記
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
も
、
こ
の
木
簡
の
意
味
を
考
え
る
手
が
か
り
が
、
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の

『
屋
椋
帳
嘩
が
、
駅
長
の
も
と
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
か
、
そ
れ
と
も
郡
司
の
手
も
と
に
置
か
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ

っ
た
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
上
で
、
大
変
重
要
な

意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。
な
お
、
表
の
上
か
ら
三
段
目
に
み
え
る

「
五
十
戸
造
」
は

「
い
そ
べ
の
み
や
つ
こ
」
と
訓
み
、
磯
部
な
い
し
石
部
を
音
通
で
表
記
し
た
も
の
か
、
あ
い
は
ま
た
、
里
又

は
郷
を
二
十
戸
と
表
記
す
る
こ
と
は
、
万
棄
集
に
も
例
が
あ
り
、
本
遺
跡
出
上
の
木
簡
で
も
第
二
号
や
第
六
号
に
み
ら
れ
る
か
ら
、

「
さ
と
の
み
や
つ
こ
」
と
訓
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
木
簡

は
旧
第
四
十
三
号
で
あ
る
。

一回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（９
〕
）
×
〕
・
伽
×
ｏ
・
∞

ド〇
・
一□
齢弧
卜
ヽ
前
Ψ

Ｏ
Ｇ
地
点
の
貝
層
の
北
側
第
二
十

一
号
な
ど
の
近
く
か
ら
出
上
し
た
。
上
端
完
結
す
る
が
、
下
部
を
欠
損
し
て
い
る
。

一日
日
Ш
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Φ・じ
×
Ｏ
じ
×
ｏ～

Ｓ

・
面
削
５
岬

跡
□と
了
日
‐‐

Ｏ
Ｇ
地
点
の
大
溝
上
縁
に
近
い
と
こ
ろ
で
出
上
し
た
。
こ
の
部
分
は
、
貝
層
の
西
側
か
ら
南
へ
浅
い
溝
状
の
凹
地
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
十

。
二
十
三
。
二
十
四

ｏ
二
十
五

。
二
十
六
号
な
ど

は
、
こ
の
溝
状
の
凹
地
の
底
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
端
は
完
結
す
る
が
、
右
側
と
下
部
を
欠
失
す
る
。

一ハ
￥
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（砕
ｏ
）
×
含
・伽
）
×
９
ω

Ｏ
Ｏ
ｏ
一Ш
輪覗
卜
ω
前�

Ｏ
Ｇ
地
点
の
貝
層
Ｓ
の
南
側
か
ら
出
上
し
た
。
上
下
を
欠
失
し
、
削
ら
れ
て
薄
片
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

回
□
□
□
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
・
じ
×
命

じ
×
０

じ

〇
〇
・　
一コ
餓覗
卜
Φ
柿甲

Ｏ
Ｇ
地
点
の
浅
い
溝
状
の
凹
地
か
ら
出
土
し
た
。
上
下
左
右
と
も
欠
失
し
て
い
る
、
と
い
う
よ
り
も
、
大
き
な
木
簡
か
ら
削
り
取
ら
れ
た
、
削
片
と
す
べ
き
で
あ
る
。

日
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〕
ｏ
）
×
（Ｐ
Φ）
×
ｏ
・ω

ＯＯ
・
一Ш
ｍⅧ
釘〇
前鞘

第
二
十
五
号
と
同
じ
く
浅
い
溝
状
の
凹
地
か
ら
出
上
し
た
。
小
片
で
あ
る
。

騨
家
玉
作
部
程
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Φ・
じ
×
〕
∴
×
ｏ
・湯

８

・
面
鞘
８
岬

Ｏ
Ｈ
地
点
に
お
い
て
、
大
溝
北
縁
か
ら
流
入
し
た
、
青
灰
色
砂
質
粘
土
層
中
か
ら
出
上
し
た
。
大
溝
改
修
後
間
も
な
く
の
堆
積
と
す
れ
ば
、
奈
良
時
代
で
も
か
な
り
古
い
年
代
の
も
の
と
い
え

る
が
、
縁
の
た
め
に
細
か
い
年
代
比
定
は
む
ず
か
し
い
。
「
酵
家
」
は
、
栗
原
駅
家
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
冨
宇
楽
遺
文
』
（中
巻
五
二
〇
頁
）
に
載
せ
る

「
優
婆
塞
貢
進
文
」
に
は
、
「
上
総
国

市
原
郡
大
倉
解
家
戸
主
日
奉
部
安
麻
呂
嫡
」
と
記
し
て
お
り
、　
平
城
宮
木
簡
三
四
六
号
に
も
、
「
玉
置
解
家
三
家
人
黒
万
呂
御
調
三
斗
／
天
平
四
年
九
月
」

と
ぁ
る
表
記
法
が
こ
の
さ
い
参
考
に
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第
二
十
八
号

第
二
十
九
号

第

二

十

号

第
三
十

一
号

第
二
十
二
号

な
る
。
な
お
遠
江
国
城
飼
郡
の
主
帳
で
、
玉
作
部
広
公
が
、
宝
亀
二
年
二
月
、
私
物
を
も

っ
て
、
窮
民
を
養

っ
た
こ
と
を
も

っ
て
、
他
の
主
帳
ら
と
と
も
に
、
爵
二
級
を
賜
っ
た
こ
と
が
、

『続

日
本
紀
』
に
み
え
る
。
し
か
し
、
遠
江
に
は
ま
だ
玉
作
関
係
遺
跡
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。
下
端
は
尖
ら
し
て
あ

っ
た
ら
し
い
が
欠
損
。

七
油
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
騨
ｋ
×
３
・
９
×
９
ぬ

ト
ド
・
面
鞘
８
巾

□
　
□
　
□

Ｏ
Ｃ
地
点
の
Ｖ
層
下
部
か
ら
出
上
し
た
。
左
側
を
欠
失
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
が
、
「
七
」
と

「月
」
の
字
が
、
方
向
を
違
え
て
記
さ
れ
て
い
る
。

□
□
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
Φ
ぁ
×
押
Φ
×
９
∞

ｏ
ド
・
面
鞘
ｏ
『
岬

□

Ｏ
Ｇ
地
点
の
Ｗ
層
下
部
か
ら
出
土
し
た
。
上
部
の
一
部
に
掘
り
き
ず
が
あ
る
。
読
め
な
い
。

・
口
　
　
美
濃
開
向
京
　
於
佐

々
□
□
　
測
津日
嬬
附
畑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（囀

Ｄ
×
∞
Ь
×
岸
色

ｏ
ド
・
面
削
ω
∞
巾

ヽ
‐‐̈

。
国
騨
家
　
宮
地
酵
家
　
山
豆
奈
酵
家
　
鳥
取
騨
家

東
海
道
本
線
に
近
い
大
溝
西
縁
、　
Ｏ
Ｇ
地
点
の
Ａ
ｌ５
ｇ
Ｎ
区
か
ら
出
上
し
た
。
奈
良
時
代
層

（Ｖ
層
）
の
下
層
か
ら
、
古
墳
時
代
層
へ
と
、　
垂
直
に
突
き
刺
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
も
の

で
、
上
端
が
欠
失
し
て
い
る
こ
と
の
一
因
は
、
そ
の
た
め
に
気
付
か
ず
削
り
取
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
表
の

「美
濃
関
向
京
」
は
、
と
く
に
東
海
道
か
ら
東
山
道
を
通
っ
て
京
に
向
う
と
い
う
ル

ー
ト
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
の
五
字
の
う
ち
第
四
字
目
は

「面
」
あ
る
い
は

「
西
」
か
。
第
五
字
目
は

一
見

「
事
」
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
墨
痕
を
た
ど
る
と

「希
」
と
あ
り

「事
」

に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
下
の
二
行
の
割
書
も
、
左
半
の
み
表
記
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
右
の
一
行
は
、
墨
の
滲
み
が
ひ
ど
く
、
文
字
の
確
定
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
美
濃
関
の
上
に
は
二
字
ほ

ど
空
い
て
文
字
が
あ
る
。
裏
面
に
は
四
個
所
以
上
の
駅
家
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宮
地
駅
家
以
下
は
い
ず
れ
も
参
河
国
の
駅
名
で
あ
る
。
高
山
寺
本
和
落
抄
、
延
喜
兵
部
式
で
は
、
参
河
に

は
宮
地
駅
は
な
く
、
渡
津
駅
が
別
に
あ
る
。
宮
地
駅
家
の
上
に
は
渡
津
駅
が
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

木
簡
の
上
半
部
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
欠
損
部
分
の
長
さ
が
ど
の
程
度
に
な
る
か
は
不
明
と
す
る
ほ
か
は
な
い
が
、
木
簡
の
幅
員
か
ら
推
し
て
、
現
存
部
分
の
倍
に
な
る
よ
う
な
長
さ
は
考
え

ら
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
木
簡
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
別
に
福
山
敏
男
氏
の
見
解
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。

・
鳥
文
□
刑
部
石
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（騨じ
×
ド
～
×
ｏ
ふ

岸〇
・
一Ш
輪珊
〕
『
前�

・
天
平
七
年

Ｏ
Ｄ
地
点
の
大
溝
北
縁
に
並
ぶ
杭
列
の
中
か
ら
出
土
し
た
。
表
は
風
化
が
ひ
ど
く
読
み
に
く
い
。
「鳥
文
」
は

「
ウ
フ
ミ
」
と
読
め
る
わ
け
で
、
『
和
名
抄
』
に

「
雄
踏
郷
」
と
あ
る
も
の
に
相

当
し
、
今
日
雄
踏
町
に
そ
の
差
を
残
す
。
裏
面
に
年
号
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

□
□
□
□
部
龍
万
呂
天
平
七
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃ
０
あ
×
〕
岳
×
ｏ
絶

ミ

・
面
糾
溺
巾

枝
溝
２
区

（
ル
８
区
）
か
ら
出
土
。
こ
の
地
点
は
枝
溝
３
区
に
接
す
る
も
の
で
、
本
木
簡
を
合
め
て
、
枝
溝
出
上
の
第
六
十

と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
に
は
天
平
七
年
と
年
紀
が
あ
る
。
天
平
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
は
他
に
第
二
十
三
号
と
第
二
十

号
か
ら
第
六
十
五
号
ま
で
の
六
点
は
、
ほ
ぼ
同

一
地
点
の
も
の

号
が
あ
る
が
、　
一
方
は
天
平
七
年
ら
し
く
思
わ
れ
、　
一
方
は
明
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第
二
十
三
号

第
二
十
四
号

第
二
十
五
号

第
二
十
六
号

第
二
十
七
号

第
三
十
八
号

第
二
十
九
号

ら
か
に
天
平
七
年
と
あ
る
。
伊
場
木
簡
で
は
、
天
平
七
年
の
年
紀
が
不
確
実
な
例
を
入
れ
て
三
例
と
な

っ
た
。
第

一
字
と
第
二
字
が
、
「
入
野
」
で
あ
れ
ば
、

第
九
号
に
も
例
が
あ

っ
て
、　
こ
の

時
期
ま
で
入
野
里
の
存
在
を
確
認
し
得
る
こ
と
に
な
る
。

Ш
伊
福
部
□
天
平
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
×
Ю
ｋ
×
Ｐ
伽

〇
〇
。
一コ
餓硼
ぶ
巾

第
二
次
調
査
で
出
土
ｃ
Ｏ
Ａ
地
点
の
貝
層
Ｂ
と
同

一
レ
ベ
ル
、
木
簡
第
二
十
四
号
よ
り
上
か
ら
出
土
し
た
。
伊
福

マ
の
次
は
、
「
直
」
と
読
め
そ
う
で
あ
る
。　
こ
れ
が
姓
と
し
て
の
直
と
す
る

と
、
次
は
人
名
の
は
ず
だ
が
、
天
平
と
か
な
り
は

っ
き
り
し
て
い
る
。

回
□
御
使
進
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Φ・
じ
×
騨
ヽ
×
ｏ
あ

Ξ

。
面
削
ド
巾

第
二
次
調
査
の
際
、
伊
場
遺
跡
出
土
第

一
号
の
木
簡
と
し
て
発
見
さ
れ
た
も
の
。
Ｏ
Ａ
地
点
の
南
縁
に
密
着
し
て
発
見
し
た
。
縁
の
部
分
は
斜
面
の
た
め
、
層
位
の
確
認
が
む
ず
か
し
い
。
付

札
の
類
と
推
定
さ
れ
る
。
上
端
欠
失
、
下
端
完
結
。

や
×
〇
・釘
ｏ
（ド
曽
釦
）
×
（中
）
×
〇
・
”

□
□
日
――
日
―
・
ョ
木
□
枚
木
宇
子
口

〇
〇
。　
一回
輪甜
ω
上削
一

〇
Ａ
地
点
の
貝
層
Ｂ
の
上
層
部
分
か
ら
検
出
し
た
。
上
下
両
端
を
欠
失
す
る
二
片
は
、
同

一
個
体
と
み
ら
れ
る
が
、
接
合
し
な
い
。
文
字
を
記
し
た
あ
と
、
円
孔
を
ほ
ぼ
等
間
隔
に
あ
け
て
あ

フ
Ｏ

。

ロ
ーー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（釦・じ
×
ド
Ъ
×
ｏ
あ

薔

・
面
削

”
中

第
二
次
調
査
の
出
土
木
製
品
を
整
理
中
、
み
つ
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
墨
が
う
す
く
、
字
画
も
た
ど
り
得
な
い
。
頭
部
破
片
で
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
。

・国
□
□
□
□
　
　
□
　
　
□
　
□

□
□

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢騨
祀瀞
抑嶼
⇔
Φ

。
日
日

□
大
豆
四
斗
□
□
□
□
□
□
不
令
□
□

第
六

。
十
号
よ
り
や
や
西
寄
り
、
Ｖ
層
の
最
上
層
か
ら
出
上
し
た
。
伊
場
木
簡
で
は
数
少
な
い
文
書
風
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
。

・
日
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド〕
〕
×
囀
。ゃ
×
〇
・
い

�
∞
・
面
削
８
巾

・
日

表
裏
と
も
に
切
り
込
み
の
部
分
に
墨
痕
を
認
め
る
が
、
字
に
な
ら
な
い
。
Ｏ
Ｂ
地
点
の
大
溝
中
央
部
か
ら
出
上
し
た
。
完
存
。
形
態
的
に
は
荷
札
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

百
怪
児
符
百

々
怪
宣
受
不
解
和
西
怪
□
□
令
疾

三
神
□
回
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω〕
絶
×
０
ヽ

Δ

ｋ

や
ド
・
面
削
ド
ト
岬

〔亡
力
〕

宣
天
岡
直
符
佐
□
営
不
佐
□
急
々
如
律
令

・　
　
　
　
　
弓
　
　
龍
神

盆
硼
の

雄
脚
）

龍
　
　
急
々
如
律
令

人
山
　
龍
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第

四

十

号

第
四
十

一
号

第
四
十
二
号

第
四
十
三
号

四

ロ

急
々
如
律
令

コ
弓

Ｏ
Ｅ
地
点
の
大
溝
南
縁
に
接
し
て
、
Ｖ
層
中
に
逆
位
で
直
立
し
て
出
上
し
た
。
Ｖ
層
を
上
層
か
ら
下
層
ま
で
、
貫
ぬ
い
た
状
態
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
上
に
は
平
安
時
代
前
期
の
包
合
層

が
、
堆
積
す
る
か
ら
、
こ
の
木
簡
は
奈
良
時
代
と
み
る
べ
き
で
、

本
邦
最
吉
の
児
符
で
あ
る
。

「怪
」
は

「
佐
」
、
「符
」
は

「蒋
」
、
「
岡
」
は

「
工
」
、
「
蛇
」
は

「
軸
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
正
体
に
改
め
た
。

一
部
欠
損
部
が
あ
る
が
完
形
で
あ
り
、　
上
端
両
側
に
は
切
り
込
み
も
入
れ
る
。

墨
は
薄
く
、

あ
る
い
は
消
え
て
い
る
部
分
が
あ

っ
て
も
、

字
画
が
浮
き
上

っ
て
お

り
、
す
か
し
て
み
る
と
読
め
る
。
か
な
り
の
期
間
風
雨
に
晒
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

・
若
倭
部

五
百
国
布

二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
」
×
や
Ь
×
ｏ
・
研

や
い
ｏ
面
削
Ｓ
申

・
丈

八
尺
繰

第
二
十
九
号

（百
怪
児
符
木
簡
）
と
近
接
し
、　
Ｖ
層
と
し
て
は
上
層
に
合
ま
れ
て
い
た
。
腐
蝕
の
た
め
上
下
両
端
が
少
し
欠
け
て
い
る
が
、　
ほ
ば
完
形
で
あ
る
か
ら
、

字
句
は
表
裏
続
け
て

「
若
倭
部
五
百
国
布
二
丈
八
尺
繰
」
と
読
め
る
。
調
布
か
庸
布
か
の
記
載
は
な
い
が
、
布
に
木
札
を
つ
け
た
例
は
な
く
、
全
国
的
に
み
て
も
初
め
て
の
発
見
例
で
あ
る
。
調
庸
布
を
郡
内
で
と
り

ま
と
め
た
時
の
付
札
で
あ
ろ
う
か
。
調
布
に
し
ろ
、庸
布
に
し
ろ
、
そ
の
数
量
は
、
奈
良
時
代
を
通
じ
て

一
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
正
倉
院
の
実
例
で
み
る
と
、
奈
良
時
代
中
期
に
は
、

正
丁

一
人
当
り
の
調
は
、
布
の
場
合
、

中
二
尺
四
寸
、

長
さ
二
丈
八
尺
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
庸
布
に
つ
い
て
も
天
長
五
年

（
八
二
八
）
の
例
で
「
上
総
国
市
原
郡
海

マ
郷
戸
主
刑

マ
小

黒
人
庸
壱
段
醸
〓
慰
臥
釈
」
と
墨
書
し
た
白
布
が
、
正
倉
院
に
残

っ
て
い
る
。
衣
服
令
に
よ
る
と
繰
は
空
色
で
、
八
位
と
初
位
の
衣
が
、
そ
れ
ぞ
れ
濃
淡
の
繰
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
部
力
〕

・
回
□
廣
□
　
田
□
□
□
　
若
倭
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（“

９
×
∞
誌
×
ｏ
ふ

〇
〇
・
一コ
輪覗
］
ω
柿Ψ

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□

回
□
□
　
□
□
□
□

Ｏ
Ｄ
地
点
の
貝
層
Ｅ
の
西
に
近
く
、　
貝
層
の
上
層
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
出
上
し
た
。
貝
層
Ｅ
は
上
下
三
層
か
ら
な
り
、　
上
層
は
奈
良
時
代
で
も
新
し
い
時
期
と
推
定
さ
れ
る
。
「
田
」
の
次
は

「神
」
の
字
に
似
る
が
、
不
確
定
。
上
下
を
故
意
に
切
り
取

っ
た
形
跡
が
あ
る
。
た
だ
し
、
上
端
左
縁
に
切
り
込
み
の
一
部
が
残
る
。

若
倭
部
廣
万
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ヽ

じ
×
囀
孟
×
ｏ
ふ

卜
Ｏ
ｏ
一コ
輪覗
Ю
ぶ揃Ψ

Ｏ
Ｄ
地
点
の
貝
層
の
は
じ
ま
る
あ
た
り
に
、
大
溝
に
直
交
す
る
杭
列
が
あ

っ
て
、
こ
の
木
簡
は
そ
の
中
か
ら
出
土
し
た
。
層
位
は
不
明
確
な
と
こ
ろ
だ
が
、貝
層
の
上
層
部
（奈
良
時
代
後
期
）

よ
り
新
し
く
は
な
ら
な
い
。
上
端
完
結
、
下
端
欠
失
。

口
田
刑
部
宇
例
志
十
六
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（“

じ
×
］
ｋ
×
ｏ
ｋ

ｏ
ｏ
・
面
削
や
∞
中

Ｏ
Ｇ
地
点
の
大
溝
中
西
縁
寄
り
か
ら
出
上
し
た
。
Ｖ
層

（奈
良
時
代
層
）
の
上
半
部
に
合
ま
れ
る
。
「回
田
」
は
郷
名
と
み
た
い
が
、
わ
ず
か
に
残
る
墨
痕
か
ら
は
、
「竹
」
と
も

「
蛭
」
と
も

読
め
な
い
。
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第
四
十
四
号
　
　
　
。
□
口
□
□
□
口

・
　
口
保
長
神
口

第
四
十
五
号

●
　
　
　
　
　
　
　
□

Ｏ
Ｆ
地
点
南
、
大
溝
東
縁
よ
り
出
土
し
た
。
Ｗ
層
に
属
す
る
。
完
形
で
、
文
書
風
の
も
の
ら
し
い
が
、
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
。

第
四
十
六
号
　
　
　
　
□
□
口
国
□
里

第
四
十
七
号

第
四
十
八
号

第
四
十
九
号

第

五

十

号

第
五
十

一
号

線
路
近
く
の
大
溝
東
縁
寄
り
か
ら
出
上
し
た
。
Ｖ
層
上
位
に
属
す
る
。
上
下
欠
失
。
神
以
下
が
人
名
な
ら
ば
、
保
長
は
、
五
保
制
度
の
保
の
長
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
　
　
　
　
　
　
　
栗
口
□
□
□
食
□
斗
充
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞ｏ
、
×
伽
あ
×
ｏ
ｋ

い
い
。
五
韻
ωｏ
巾

（ド
ド
ω
）
×
∞
・
〕
×
〇
・
ト

自

・
面
糾
習
巾

Ｏ
Ｆ
地
点
南
、
大
溝
東
寄
り
か
ら
出
土
。
Ｖ
層
。
上
端
に
故
意
に
刻
み
を
入
れ
て
折
り
と
っ
て
あ
る
。

和
治
田
政
□
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
こ
×
岸
ぁ
×
岸
Ь

釦
∞
。
面
削
ωや
岬

Ｏ
Ｆ
地
点
南
出
土
。
Ｖ
層
。
小
形
な
が
ら
完
全
で
あ
る
。
「
和
治
」
は
、
『
和
名
抄
』
所
載
の

「
和
治
郷
」
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
浜
松
市
和
地
町
と
し
て
旧
名
を
と
ど
め
る
。
こ
の
木

簡
は
赤
外
線
に
よ

っ
て
検
討
し
た
が
、
新
し
い
読
み
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

日
□
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドｏ
×
ド
～
×
９
ω

８

・
面
鞘
器
巾

Ｏ
Ｆ
地
点
南
Ｖ
層
出
土
。
文
字
の
部
分
が
削
ら
れ
て
い
て
、
全
く
読
め
な
い
。

●
　

□

ド
■
や
×
ｒ
や
×
ｏ
・
ω

ミ

。
面
削
ω
卜
巾

・
□
□

Ｏ
Ｆ
地
点
南
、
Ｖ
層
出
土
。
第
四
十
四
号
か
ら
第
四
十
九
号
ま
で
の
六
点
は
、
大
溝
東
縁
に
沿

っ
て
い
る
。

赤
坂
郷
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ド９
×
ω
Ｌ
×
ｏ
ふ

伽ｏ
・
面
削
誤
帥

貝
層
Ｓ
Ｒ
の
上
位
か
ら
出
土
。
大
溝
西
縁
Ｏ
Ｇ
地
点
に
合
め
ら
れ
る
。
赤
坂
郷
は

『
和
名
抄
』
に
も
載

っ
て
お
り
、
今
日
そ
の
位
置
は
、
定
か
で
な
い
が
、
伊
佐
地
町
の
辺
り
と
思
わ
れ
る
。

頭
部
完
結
す
る
が
、
下
端
は
折
損
す
る
。

（ふ
や
Φ）
×
⇔
・
Ｎ
×
ド
・囀

電

・
五
璃
器
中

□
□

Ｏ
Ｆ
Ｉ
地
点
、
貝
塚
Ｓ
Ｑ
の
上
面
、
大
溝
縁
に
は
り

つ
い
て
出
上
し
た
。
表
土
に
近
か

っ
た
た
め
、
風
化
が
は
げ
し
い
。
頭
部
完
結
、
下
端
は
腐
蝕
に
よ
り
欠
失
し
て
い
る
。

□丸「
]□
小

|」

□

（押
ω
）
×
〕
・
卜
×
ｏ
・
ω

ｏ
ｏ
・
面
削
Ю
Φ
巾
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第
五
十
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一戸
主
若
倭
部
□
□
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い∞色
×
５

酌
×
騨あ

Ｅ
・
面
韻
駕
中

国
廣
麻
呂
九
束
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔若
と

景
力
〕
　
　
　
　
　
　
戸
主
□
倭
部
足
嶋
九
束

回
如
麻
呂
廿
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔委
と

戸
主
□
本
部
刀
良

国
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
主
日
日
日
国
本
部
吉
麻
呂
廿
束

回
□
依
戸
酔
騨
部
色
夫
知
四
束
　
口
日
日
日
――
――
日
□
束
□
□
毛
牡
馬

〔鳥
麻
力
〕
　

　

〔
東
力
〕

尿
力
〕
　

　

　

　

　

　

　

馬
主
戸
主
宗
宜
部
□
□
日
日
□

回
□
□
呂
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

〔暢

〕

戸
主
若
倭
部
足
□
岡
□

線
路
近
く
の
大
溝
中
央
部
よ
り
出
土
し
た
。
Ｖ
層
の
中
位
に
合
ま
れ
て
い
た
。
四
面
と
も
に
調
整
し
て
い
る
が
、
墨
書
内
容
か
ら
い
う
と
、
木
簡
の
原
形
は
少
な
く
と
も
上
と
左
右
は
欠
損
し

て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
四
隅
に
穿
た
れ
て
い
る
孔
も
文
字
を
切
り
落
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
現
形
状
は
木
簡
慶
棄
後
の
二
次
的
加
工
と
み
ら
れ
る
。
「馬
主
」
の
意
味
が
、
文
字
通
り
所

有
権
を
示
す
と
す
れ
ば
、
こ
の
地
域
に
か
な
り
民
間
飼
養
馬
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
駅

。
伝
馬
を
富
裕
な
戸
に
付
け
て
養
飼
さ
せ
る
と
い
う

『底
牧
令
』
の
規
定
か
ら
考
え
て

駅
馬
の
飼
養
責
任
者
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
五
十
三
号

第
五
十
四
号

第
五
十
五
号

第
五
十
六
号

第
五
十
七
号

四
大
伴
部
□
□

線
路
近
く
の
大
溝
中
央
部
出
土
。
Ｖ
層
中
位
に
層
す
る
。
上
半
部
左
側
を
わ
ず
か
に
欠
失
す
る
ほ
か
、
ほ
ぼ
完
全
。

赤
坂
□
戸
主
刑
部
□
□
日
日
‐―
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞∞ヽ

×
ゃ
×
ｏЪ

伽
や
ｏ
面
削
毬
中

第
五
十
二
号

・
五
十
三
号
と
と
も
に
、
線
路
ぎ
わ
の
大
溝
中
央
部
よ
り
出
土
し
た
。
出
土
状
態
か
ら
し
て
、
第
四
十
四
号
以
下
第
二
十
四
号
ま
で
の
九
点
は
、
ひ
と
つ
の
グ

ル
ー
プ
と
み
て
よ

い
。
こ
の
分
布
の
状
態
か
ら
み
る
と
、
東
海
道
本
線
の
下
に
、
ひ
と
つ
の
地
点
を
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
は
、
完
全
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
墨
が
薄
い
。

日
□
部
子
美
女

線
路
近
く
の
大
溝
西
縁
か
ら
出
上
し
た
。
Ｖ
層
中
位
に
合
ま
れ
る
。
貝
層
Ｓ
を
中
心
と
す
る
Ｏ
Ｇ
地
点
と
し
た
地
区
に
合
め
て
お
く
。
上
端
折
損
。

栗
原
若
日
下
部
五
百
嶋

Ｏ
Ｇ
地
点
、
貝
層
Ｓ
の
北
側
、
大
溝
西
縁
に
そ

っ
て
出
上
し
た
。
Ｖ
層
中
位
の
発
見
で
あ
る
。
「栗
原
」

に

「
栗
原
」
の
文
字
を
見
出
だ
し
た
が
、
木
簡
に
も
こ
れ
を
見
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
栗
原
と
あ

っ
て
、

左
側
欠
損
。

・
‐‐
□
□
申

・
　
　
口

（ド
ト
・
卜
）
×
∞
・
ω
〉〈
〇
・や

〇
や
ｏ
一コ
輪謝
卜
〇
前Ψ

や
押
卜
×
（〕
）
×
〇
・や

篤

・
面
韻
億
岬

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
栗
原
駅
家
の
名
称
で
あ
ろ
う
。
第
四
次
調
査
で
は
、
墨
書
土
器

栗
原
駅
と
は
な

っ
て
い
な
い
点
を
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
下
完
結
だ
が
、

（〕
〕
・
Ｎ
）
×
∞
・
φ
）Λ
Ｏ
・
６

０
０
・
一コ
峨硝
釦
ド
前�

●×

面含
削絡

誦迷
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第
五
十
八
号

Ｏ
Ｇ
地
点
の
貝
層
Ｓ
の
北
側
か
ら
出
上
し
た
。
Ｖ
層
中
位
以
下
に
属
す
る
が
、
大
溝
の
縁
に
接
し
て
い
た
の
で
、
層
位
確
定
は
困
難
で
あ
る
。
上
下
完
結
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
上
端
に
発
掘

き
ず
が
つ
い
て
い
る
。
表
の
上
部
に
、
字
と
は
思
え
な
い
、
大
き
な
墨
痕
を
残
す
。

・　
　
（
里
埜
膚
灰
）

（却
『
）
×
や
・
∞
×
ｏ
・ト

・

（
墨
痕
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
？

面
韻
鰯
岬

第
五
十
七
号
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
か
ら
出
土
し
た
。
上
下
両
端
を
欠
損
す
る
。
表
裏
と
も
、
墨
痕
が
著
し
い
。
文
字
ら
し
い
部
分
も
あ
る
が
、
読
め
な
い
。

敷
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（⇔
・Ｄ
×
〕
ｏ
×
ｏ
絶

Ｓ

・
面
韻
馴
帥

第
六
十
、
六
十
九
―
七
十
三
、
二
号
と
と
も
に
、
大
溝
発
掘
区
西
北
端

（
八
区
）
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
を
Ｏ
Ｉ
区
と
す
る
。
大
溝
中
央
寄
り
の
Ｖ
層
上
部
か
ら
出
土
し
た
。
上

端
の
み
で
あ
る
。

第
五
十
九
号

第

六

十

号
　
　
　
　
　
　
　
　
□
　
　
　
　
　
□
□

（や
ω
。卜
）
×
（ω
・
ω）
一Ｘ
Ｏ
・ト

〇
〇
。　
一口
輪硼
ぬ
Φ
前�

□
　
　
　
　
　
　
□

第
六
十

一
号

□
　
□
　
□
　
　
　
□
　
口

第
五
十
九
号
木
簡
の
近
く
か
ら
出
上
し
た
。
上
端
は
や
や
欠
損
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
止
り
ら
し
い
。
下
端
は
欠
失
し
て
い
る
。
左
側
も
折
損
し
て
い
る
こ
と
は
、
文
字
の
具
合
か
ら
み
て
明
瞭

で
あ
る
。
中
央
右
側
に
半
月
形
の
小
孔
を
穿

っ
て
い
る
。
曲
物
の
側
板
に
転
用
し
た
も
の
ら
し
い
。

若
倭
部
小

刀
自
女

病
有
依

薙
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

（ヽ

９

×
ω
葛
×
ｏ
あ

ド
い
。
面
削
ざ
岬

枝
溝
２
区

（
ル
８
区
）
か
ら
検
出
し
た
。
こ
の
付
近
に
は
杭
列
も
あ

っ
て
、
木
製
品
も
か
な
り
ま
と
ま

っ
て
い
た
。
下
端
を
欠
損
し
て
い
る
。
下
端
の

一
字
が
、
意
味
の
と
れ
な
い
呪
語
で
あ

る
。
こ
の
文
字
と
も
符
号
と
も
つ
か
ぬ
呪
語
が
、
病
の
原
因
を
示
す
の
か
、
病
を
取
り
除
く
手
段
を
示
す
の
か
、
病
の
療
法
を
示
し
た
も
の
か
興
味
深
い
が
、
解
読
で
き
な
い
。
な
お
、
斎
藤
忠

団
長
は
、
こ
の
呪
語
的
な
文
字
に
つ
い
て

「
悲
温
」
を
呪
語
的
に
表
現
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
参
考
の
た
め
に
記
し
て
お
く
。
た
だ
、
こ
の
木
簡
の
性
格
を
解
明
す
る
手
が
か

り
と
な
り
そ
う
な
の
は
、
上
辺
の
左
右
に
、
上
か
ら
切
り
込
み
を
入
れ
て
あ
る
点
で
、
こ
れ
ま
で
当
遺
跡
か
ら
出
上
し
て
い
る
お
よ
そ
二
百
点
を
算
え
る
、
斎
串
も
し
く
は
け
ず
り
か
け
風
の
串

と
、
同
性
質
の
木
製
品
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
木
製
品
に
は
、
墨
痕
を
認
め
る
も
の
が
わ
ず
か
に
存
す
る
が
、
文
字
を
記
し
た
も
の
は
皆
無
で
あ

っ
た
。
平
城
宮
跡
を
は
じ
め
、
各
地
の
類
例

に
も
、
文
字
の
あ
る
例
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
伊
場
遺
跡
の
場
合
、
こ
う
し
た
斎
串
は
、
大
溝

・
枝
溝
の
縁
に
立
て
て
、
手
こ
ね
土
器
を
供
え
、
何
か
水
の
精
霊
に
祈
願

。
祈
構
で
も
し
た
も
の

の
よ
う
に
思
え
る
。
し
て
み
る
と
、
こ
の
木
簡
は
、
若
倭
部
小
刀
自
女
な
る
女
の
病
気
平
癒
を
祈
念
し
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

・
大
　
Ｙ
Ｙ

ド
や

枷
×
卜
・
や
×
ｏ
・
『

。
　

　

大
Ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸∵

面
削
ミ
ド
帥

枝
溝
２
区

（
ル
８
区
）
か
ら
出
上
し
た
。

一
部
に
掘
り
き
ず
が
つ
い
て
い
る
。
片
側
に
三
角
形
の
切
り
込
み
を
つ
け
る
。
刀
子
の
先
と
思
え
る
鋭
い
刀
先
で
ニ
ー
五
ミ
リ
の
巾
の

「大
」
と
い

う
字
を
作
り
、
中
を
彫
り
取

っ
て
陰
刻
の
文
字
に
仕
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
陰
刻
文
字
と
し
て
は
、
表
の
二
字
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
だ
け
で
、
表
の
上
の
字
は
第
二
画
の
先
が
第

一
画
の

第
六
十
二
号
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上
に
出
て
い
な
い
。
裏
面
で
は
上
の

一
字
は
線
刻
に
な

っ
て
お
り
、
下
の

一
字
は
第
二
画
の
陰
刻
が
未
完
成
で
あ
る
。

□
　
　
　
　
　
　
一日
日

日
Ш
　
　
　
　
　
門
同
日

日
日
□

第
六
十
三
号
　
　
　
・

一日

Ｈ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一日

日

一

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

日

日

一

枝
溝
３
区

（
ル
５
区
）
か
ら
出
上
し
た
。
上
辺
に
掘
り
き
ず
が
あ
る
。
下
端
欠
失
。
表
は
二
行
に
記
し
て
い
る
が
、
左
辺
は
割
れ
て
い
て
文
字
が
読
め
な
い
。

第
六
十

四
号
　
　
　
　
若
倭
部
佐

ｃ
万
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ヽ

じ
×
や
Ь
×
ｏ
～

８

・
面
韻
『
卜
岬

枝
溝
２
区

（
ル
８
区
）
出
土
。
下
端
欠
失
。
頭
部
を
斜
な
に
切
っ
て
あ
り
、
そ
の
裏
面
に
は
刻
線
が
あ
る
。
人
名
だ
け
記
す
。

第
六
十
五
号
　
　
　
　
若
倭
部
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｏ。９
×
ド
ふ
×
ｏ
こ

８

・
面
削
溺
岬

枝
溝
３
区

（
ル
５
区
）
出
土
。
下
端
欠
失
。
人
名
を
記
す
の
み
。

第
六
十
六
号
　
　
　
　
□
□
□
□
□
口
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
枷
こ
×
ド
も
×
ｏ
～

ｏ
］
・
面
削
翼
中

東
海
道
本
線
ぎ
わ
の
大
溝
東
縁
か
ら
出
上
し
た
木
製
品
を
整
理
中
、
墨
痕
を
認
め
た
た
め
、
木
簡
と
し
て
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
墨
が
薄
く
て
読
め
な
い
。

第
六
十
七
号
　
　
　
　
□
□
郷
戸
主
石
部
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（５

じ
×
い
Ｌ
×
ｏ
ｋ

ω
Ｏ
・
一口
ｍ弧
Φ
‘�
十

Ｏ
Ｂ
地
点
の
北
縁
寄
り
か
ら
出
上
し
た
。
層
位
的
に
は
不
明
確
な
部
分
で
あ
り
、
Ⅳ
層
と
Ｖ
層
の
中
間
に
当
る
。
二
字
目
を

「
内
」
と
読
む
。
郷
名
は

『
和
名
抄
』
の
敷
智
郡
内
に
は
な
い
。

上
端
に
近
く
小
孔
を
あ
け
紐
通
し
と
し
て
い
る
。

第
六
十
八
号
　
　
　
　
都
奴
我
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

じ
×
∞
ふ
×
ｏ
∴

ｏ
ド
・
面
璃
褪
如

Ｏ
Ａ
地
点
の
東
は
ず
れ
、
大
溝
中
央
辺
か
ら
出
上
し
た
。
層
位
的
確
認
は
む
ず
か
し
い
地
点
だ
が
、
Ｖ
層
の
上
半
部
に
合
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
「
ツ
ヌ
ガ
」
と
読
む
と
、
福
井

県
敦
賀
の
古
称
と
な
る
が
、
不
明
。
上
部
欠
損
。

第
六
十
九
号

　

　

　

・
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（硝

ｅ
×
ド
～
×
ｏ
ｋ

ｏ
ｏ
・
面
削
駕
帥

・
□
□
回
□
□

Ｏ
Ｉ
区
の
大
溝
中
央
付
近
か
ら
出
上
し
た
が
、
平
安
時
代
初
め
ご
ろ
の
大
改
修
以
後
に
、
堆
積
し
た
泥
炭
層

（
Ⅳ
層
）
中
か
ら
取
り
出
し
た
の
で
、
こ
の
木
簡
の
年
代
は
平
安
時
代
初
期
と
み

て
よ
い
。
上
端
欠
失
。
下
端
は
折
損
で
は
な
い
が
、
薄
く
削
り
切

っ
て
あ
る
。

第
七
十
号
　
　
　
　
回
上
里
戸
主
海
部
曽
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞
。９
×
騨
～
×
ｏ
ふ

〇
〇
・　
一コ
餓覗
∽
∞
柚叩

こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
全
く
不
明
で
あ
る
。

６
中
９
×
Ｃ
ふ
）
×
９
∞

Ｓ

・
面
削
謎
帥
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第
七
十

一
号

第
七
十
二
号

第
七
十
三
号

第
七
十
四
号

第
七
十
五
号

第
七
十
六
号

第
七
十
七
号

大
溝
中
央
よ
り
西
側
に
偏
し
て
出
土
し
た
。
こ
の
部
分
は
Ｏ
Ｉ
地
点
と
呼
ん
で
い
る
。
Ｖ
層
と
し
て
も
上
層
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
上
下
両
端
を
欠
失
し
て
い
る
。
「
上
里
」
と
あ
る
が
、
『
和

名
抄
』
に
は
こ
れ
に
相
当
す
る
郷
名
が
な
い
。
あ
る
い
は
郷
里
制
下
の
里
名
か
。
海
部
に
つ
い
て
は
、
第
四
次
調
査
に
よ

っ
て

「
海
マ
屎
子
女
形
」
と
墨
書
し
た
土
器
を
発
見
し
て
い
る
が
、
今

度
は
、
木
簡
で
海
部
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

□
□
□
□
国
人
□

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ド
伽
・∞
）
×
釦
・
∞
）〈
〇
・
∞

ｏ
い
ｏ
面
韻
Ｂ
岬

回
□
□
□
記
□
□
□

□
一日
日
―十

日
Ш

回
□
□
□
□
　
一日
――
］

大
溝
西
南
縁
寄
り
に
出
土
し
た
。
Ｏ
Ｉ
区
に
合
め
ら
れ
る
。
上
端
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
焼
失
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
表
裏
両
面
共
、
文
字
の

一
部
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
た
め
、
判

読
も
む
ず
か
し
い
。

子
　
　
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（、

Ｄ
×
ゃ
・
支

ｏ
ぁ

釦ｏ
・
面
璃
８
中

発
掘
区
北
寄
り
の
大
溝
中
央
付
近
、
Ｖ
層
上
位
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
下
端
を
欠
失
し
て
い
る
。
全
面
に
キ
リ
を
突
き
さ
し
た
よ
う
な
穴
が
あ
い
て
い
る
が
、
車
根
の
仕
業
か
も
知
れ
な
い
。

柴
江
郷

一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぃ
釦
、
×
〕
×
ｏ
ｋ

Ｓ

・
面
韻
２
岬

Ｏ
Ｉ
区
の
大
溝
西
南
に
Ｎ
Ｔ
２
と
呼
ぶ
小
溝
が
あ
る
が
、
こ
の
木
簡
は
そ
の
出
日
付
近
か
ら
出
上
し
た
。
雑
片
と
し
て
取
り
上
げ
た
中
に
、
薄
い
墨
痕
を
認
め
た
も
の
で
、
正
確
な
出
上
位
置

が
判
ら
な
い
。
第
十
九
号
木
簡
と
同
じ
形
と
内
容
を
持

っ
て
い
る
。

中国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ド９
伽
）
Ｘ
ｒ
∞
×
ｏ
・ト

〇
〕
ｏ
一Ш
餓覗
釦
∞
柚叩

Ｏ
Ｆ
区
の
枝
溝
の
出
口
に
近
く
、
捕
魚
施
設
と
呼
ん
だ
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
が
、
こ
の
施
設
の
下
か
ら
出
土
し
た
。
上
部
欠
損
し
て
読
め
な
い
。

・

（
墨
痕
）

騨
ｒ
ω
×
〕
・
Ｎ
×
ｒ
ｏ

〕
ド
・
面
璃
釦
卜
中

・

（
墨
痕
）

第
七
十
四
号
同
様
、
捕
魚
施
設
の
下
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
部
に
切
り
込
み
が
あ

っ
て
、
荷
札
ら
し
く
思
わ
れ
る
が
、
墨
痕
の
み
で
読
め
な
い
。

［□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ド
砕
ゃ
）
×
ｒ
卜
×
ｏ
・卜伽

駕

ｏ
面
削
ぷ
岬

Ｏ
Ｃ
区
か
ら
出
上
し
た
木
製
品
を
整
理
中
に
発
見
し
、
木
簡
に
追
加
し
た
ゃ
斎
串
状
に
先
端
を
尖
ら
し
た
木
片
の
上
端
に
、
わ
ず
か
に
墨
痕
を
認
め
る
。

延
長
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
卜
・釦
溢

∴
×
ｏ
ヽ

占

・
面
削
岳
中

Ｏ
Ｆ
地
点
の
Ⅳ
層
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
頭
部
を
圭
頭
に
作
り
、
四

・
五
セ
ン
チ
ほ
ど
残
し
て
以
下
を
細
く
削

っ
て
、
先
端
を
尖
が
ら
し
て
あ
る
。
そ
の
頭
部
に
延
長
二
年
と
だ
け
記

す
。
現
形
状
は
転
用
後
の
も
の
か
。
用
途
未
詳
。
延
長
二
年
は
西
歴
九
二
四
年
で
あ

っ
て

『延
喜
式
』
が
撰
上
さ
れ
る
直
前
に
当
る
。
こ
の
木
簡
を
伴
出
し
た
土
器
は
ひ
じ
ょ
う
に
特
徴
が
あ

っ
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入

形

苗

物

底

板

曲

物

蓋

板

て
、
製
作
地
も
浜
北
市
宮
日
の
吉
名
古
窯
跡
と
推
定
し
得
る
の
で
あ
る
。
今
後
こ
の
地
方
の
平
安
時
代
中
期
の
上
器
群
を
考
え
る
場
合
、
確
か
な
拠
り
ど
こ
ろ
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
木
簡
は
、
伊
場
遺
跡
の
営
ま
れ
た
年
代
の
下
限
を
も
指
示
し
て
い
る
。

Ｂ
　

人
一形
と
曲
物

・

（
人
面
墨
画
）

奮

Ｄ
×
】
∞
×
９
Ｓ

・
　
　
　
　
　
敷
　
口

Ｏ
Ｃ
地
点
の
大
薄
の
申
央
部
、
Ｖ
層
の
申
層
位
か
ら
出
上
し
た
。
こ
の
人
面
の
表
現
は
、
平
城
宮
跡
の
出
土
品
に
は
な
い
と
い
う
。
裏
面
の
下
の
字
は
、
「耳
」
と
も

「可
」
と
も
読
め
そ
う

で
あ
る
。
下
部
欠
失
。

〔足
労
〕

回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醸
ド〕
ド２
Ｐ〕
ｏ
輌
ｏ岳

Ｏ
Ｅ
地
点
の
Ｖ
層
か
ら
発
掘
し
た
曲
物
の
底
板
に
、
焼
火
箸
と
思
わ
れ
る
も
の
で
記
し
た
、
草
書
風
め

「足
」
ら
し
い
字
画
が
あ
る
。

太
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吾
麒
Ｓ
～

＞
醸
ミ
こ

「
杓
」

Ｏ
Ｃ
地
点
の
大
溝
中
央
寄
り
か
ら
出
上
し
た
。
平
安
時
代
の
包
含
層
に
入
っ
て
い
た
。
「
ク
レ
ゾ
コ
」
風
に
作
っ
た
曲
物
蓋
板
の
表
に
隣
火
箸
で
書
い
た
ら
し
く
、
「太
」
の
字
画
が
あ
る
や
そ

の
左
に
線
刻
で
「杓
」
と
記
入
し
て
あ
る
。
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一
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